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本
論
で
は
、
古
関
が
作
曲
し
た
新
民
謡
が
ど
の
よ
う
に
し

て
生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
時
系
列

に
検
討
す
る
。
古
関
作
品
の
創
出
過
程
を
検
討
し
、
新
民
謡

が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
戦
前
と
戦
後
と
で
変
わ
る
こ
と
な

く
、
地
域
振
興
や
観
光
招
致
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
残
り
続
け
る
作
品
と
、
消
え
て
し

ま
っ
た
作
品
と
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

は
じ
め
に

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
エ
ー
ル
」
が
放
送
さ
れ
た
た
め
、
主
役
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
作
曲
家
古
関
裕
而
が
全
国
的
に
再
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
古
関
は
生
涯
に
約
五
〇
〇
〇
曲
を
作
曲
し
て
お

り
、
歌
謡
曲
、
軍
歌
、
自
治
体
歌
、
社
歌
、
校
歌
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
映
画
音
楽
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
音
楽
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
な
か
で
全
国
各
地
の
新
民
謡
も
数

多
く
作
曲
し
て
い
る
。
新
民
謡
と
は
、
明
治
時
代
に
作
ら
れ

た
「
民
謡
ブ
ー
ム
」
の
民
謡
に
対
し
て
、
大
正
末
期
か
ら
の

「
新
民
謡
運
動
」
を
受
け
て
、
昭
和
初
期
か
ら
レ
コ
ー
ド
産

業
に
よ
っ
て
新
た
に
作
ら
れ
た
民
謡
の
こ
と
を
い
う
。

　

新
民
謡
に
は
レ
コ
ー
ド
会
社
が
全
国
発
売
し
た
も
の
と
、

各
地
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
特
別
に
製
造
し
た
委
託
盤
と
呼

【
論　

文
】古

関
裕
而
の
新
民
謡
と
地
域
振
興

刑　
　

部　
　

芳　
　

則
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ば
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
全
国
発
売
と
い
っ
て
も
地
元
民
に

し
か
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
な
か
っ
た
も

の
が
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
現
在
ま
で
毎
年
の
行
事
で
使
用

さ
れ
て
地
元
民
に
馴
染
み
が
深
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
方
で

時
の
経
過
と
と
も
に
風
化
し
て
し
ま
い
忘
れ
去
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

古
関
の
生
涯
と
代
表
的
な
作
品
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
古

関
裕
而
』
で
詳
述
し
た
。
し
か
し
、
新
民
謡
に
つ
い
て
は
断

片
的
な
記
述
に
留
ま
り
、
巻
末
に
掲
載
し
た
レ
コ
ー
ド
作
品

リ
ス
ト
も
一
般
発
売
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
た
た
め
、
委
託

盤
の
新
民
謡
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
い

）
1
（

。
ま
た
筆
者
が

監
修
・
選
曲
・
解
説
し
た
『
古
関
裕
而
秘
曲
集
〜
新
民
謡
・

ご
当
地
ソ
ン
グ
編
〜
』
で
は
、
新
民
謡
と
ご
当
地
ソ
ン
グ
に

つ
い
て
解
説
し
た
が
、
Ｃ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
に

つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
近
年
、
昭
和
時
代
の
新
民
謡
の
創
出
と
展
開
に
関
す

る
研
究
が
登
場
し
た
が

）
2
（

、
一
人
の
作
曲
家
の
作
品
を
通
し
て

分
析
し
た
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
古
関
が
作
曲

し
た
新
民
謡
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い

て
、
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
時
系
列
に
検
討
す
る
。
古
関
作
品

の
創
出
過
程
を
検
討
し
、
新
民
謡
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、

戦
前
と
戦
後
と
で
変
わ
る
こ
と
な
く
、
地
域
振
興
や
観
光
招

致
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て

残
り
続
け
る
作
品
と
、
消
え
て
し
ま
っ
た
作
品
と
の
違
い
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

一　

戦
前
の
地
域
振
興
と
新
民
謡
ブ
ー
ム

　

詩
人
の
北
原
白
秋
、
野
口
雨
情
、
西
條
八
十
な
ど
に
よ
っ

て
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
頃
か
ら
「
新
民
謡
運
動
」
が

展
開
さ
れ
た
。「
新
民
謡
運
動
」
は
、
卑
猥
な
歌
詞
の
民
謡

に
対
し
て
健
全
で
芸
術
的
な
新
民
謡
を
生
み
出
す
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
た
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
「
須
坂
小

唄
」（
作
詞
：
北
原
白
秋
、
作
曲
：
中
山
晋
平
）
は
、
全
国

各
地
で
新
民
謡
を
企
画
す
る
契
機
を
も
た
ら
し
た
。
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
に
外
資
系
の
ポ
リ
ド
ー
ル
、
ビ
ク
タ
ー
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
が
設
立
さ
れ
る
と
、
新
民
謡
が
レ
コ
ー
ド
の
一

つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
な
る
。
そ
の
な
か
で
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
の
「
東
京
行
進
曲
」（
作
詞
：
西
條
八
十
、
作
曲
：
中

山
晋
平
（
歌
：
佐
藤
千
夜
子
））
は
、
同
一
三
年
（
一
九
三
八
）

二
月
ま
で
に
二
二
万
九
二
〇
〇
枚
を
売
り
上
げ
る
大
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
古
関
裕
而
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
は
新

民
謡
が
選
ば
れ
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
に
発
売

さ
れ
た
「
福
島
行
進
曲
」（
作
詞
：
野
村
俊
夫
、
歌
：
天
野

喜
久
代
）
と
「
福
島
小
夜
曲
」（
作
詞
：
竹
久
夢
二
、
歌
：

阿
部
秀
子
）
は
、
上
京
前
に
彼
が
作
曲
し
た
作
品
で
あ
る
。

新
民
謡
は
地
元
以
外
で
売
れ
る
可
能
性
が
低
い
。
昭
和
六
年

か
ら
八
年
ま
で
古
関
は
流
行
歌
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
か
ら
は
新
民
謡
の
作
曲
を
回
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
八
月
の
「
八
戸
行
進
曲
」（
歌
：
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中
野
忠
晴
）
は
、
東
奥
日
報
が
「
新
八
戸
小
唄
」（
作
曲
：

大
村
能
章
、
歌
：
井
上
ケ
イ
子
）
と
と
も
に
歌
詞
懸
賞
募
集

を
行
っ
て
生
ま
れ
た
。
一
等
の
濱
ま
ゆ
み
の
歌
詞
は
「
新
八

戸
小
唄
」
と
な
り
、
二
等
の
谷
草
二
の
歌
詞
が
「
八
戸
行
進

曲
」
と
し
て
選
ば
れ
た
。
両
者
と
も
八
戸
市
在
住
で
、
新
民

謡
が
地
元
の
良
さ
や
風
景
を
知
る
地
元
民
に
よ
っ
て
作
り
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

）
3
（

。
し
か
し
、
作
曲
は
素
人
に
は

簡
単
に
で
き
な
い
た
め
、
レ
コ
ー
ド
会
社
の
職
業
作
曲
家
に

依
頼
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏

と
玄
人
の
歌
手
に
歌
唱
し
て
も
ら
う
点
で
も
、
レ
コ
ー
ド
会

社
に
依
頼
す
る
の
が
最
適
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
歌
詞
は
地
元
で
募
集
し
、
曲
は
レ
コ
ー
ド
会

社
の
作
曲
家
に
依
頼
す
る
と
い
う
分
業
制
が
多
く
見
ら
れ

る
。
古
関
が
作
曲
し
た
「
八
戸
行
進
曲
」
は
昭
和
七
年
八
月

二
十
五
日
に
八
戸
市
内
の
レ
コ
ー
ド
店
で
発
売
さ
れ
、
二
十

八
日
の
午
後
七
時
か
ら
日
町
錦
座
で
発
表
演
奏
会
が
行
わ
れ

た
）
4
（

。
こ
の
曲
に
は
「
新
興
八
戸
市
の
躍
進
的
気
分
を
表
現
す

る
様
な
明
る
い
軽
い
も
の
」
が
求
め
ら
れ
た
。
古
関
は
そ
れ

に
答
え
る
よ
う
な
軽
快
で
明
る
い
曲
調
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
六
月
の
「
山
形
県
ス
キ
ー
行
進

曲
」
は
、
山
形
新
聞
社
が
「
山
形
温
泉
小
唄
」「
長
井
小
唄
」

「
長
井
音
頭
」
と
と
も
に
歌
詞
の
懸
賞
募
集
を
行
っ
て
生
ま

れ
た
歌
で
あ
る
。
同
年
五
月
十
日
の
締
め
切
り
ま
で
に
四
曲

分
五
八
七
〇
編
が
集
ま
っ
た
。
歌
詞
の
選
定
に
は
コ
ロ
ム
ビ

ア
文
芸
部
も
審
査
に
あ
た
っ
た
が
、
一
等
の
当
選
作
に
該
当

す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
山
形
新
聞
社
文
芸
部
の
吉

尾
薄
鳥
が
書
く
こ
と
と
な
っ
た
。
吉
尾
は
早
稲
田
大
学
に
学

び
、
同
学
教
授
西
條
八
十
が
主
宰
す
る
「
白
孔
雀
」
に
参
加

す
る
な
ど
、
詩
作
を
行
っ
て
い
た
。
吉
尾
は
「
ス
キ
ー
行
進

曲
は
、
行
進
曲
な
る
が
故
に
テ
ン
ポ
が
早
く
ジ
ャ
ズ
調
に
作

詞
し
た
」
と
語
る
一
方
で
、「
地
名
を
一
章
に
二
三
ヶ
所
づ

つ
謡
つ
た
の
で
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
タ
に
な
ら
ざ
る
や
う
に
努
め

た
」
と
い
う

）
5
（

。
地
元
の
郷
土
色
を
出
す
に
は
、
外
部
の
職
業

作
詞
家
が
書
く
よ
う
な
も
の
と
一
緒
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
意
識
が
読
み
取
れ
る
。

　
「
山
形
県
ス
キ
ー
小
唄
」
に
つ
い
て
、『
山
形
新
聞
』
で
は

「
新
楽
団
の
鬼
才
古
関
裕
而
氏
と
唄
に
新
人
蒲
地
幸
鎮
氏
を

起
用
し
た
」
と
紹
介
し
て
い
る
。「
鬼
才
」
と
「
新
人
」
と

い
う
文
言
か
ら
は
期
待
感
の
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
実
際
に
は
当
時
古
関
は
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
む
こ
と
が
で
き

ず
、
昭
和
九
年
か
ら
契
約
更
新
は
し
な
い
と
宣
告
を
受
け
る

よ
う
に
な
る
な
ど
苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
た

）
6
（

。
し
た

が
っ
て
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
側
か
ら
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
す
る
可
能
性

の
少
な
い
新
民
謡
の
作
曲
を
回
し
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
新
人
の
蒲
地
も
こ
の
一
曲
だ
け
で
終
わ
っ
た
こ
と
か
ら

す
る
と
、歌
唱
力
を
試
す
試
金
石
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
山
形
県
ス
キ
ー
行
進
曲
」
は
昭
和
八
年
六
月
二
十
五
日

に
発
売
さ
れ
、
二
十
六
日
に
は
山
形
市
旭
座
で
昼
夜
二
回
の

発
表
会
が
開
か
れ
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
歌
手
の
淡
谷
の
り

子
、
中
野
忠
晴
に
、
創
作
舞
踊
の
南
栄
子
、
ピ
ア
ノ
演
奏
の

和
田
肇
が
出
演
し
た
。
淡
谷
は
赤
坂
小
梅
の
「
ほ
ん
と
に
そ

う
な
ら
」（
作
詞
：
久
保
田
宵
二
、
作
曲
：
古
賀
政
男
）
な
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ど
も
歌
唱
し
、
中
野
は
松
平
晃
の
「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」（
作

詞
：
西
條
八
十
、
作
曲
：
古
賀
政
男
）
と
と
も
に
「
山
形
県

ス
キ
ー
行
進
曲
」
を
歌
唱
し
て
い
る

）
7
（

。
集
客
力
を
考
え
る
と
、

新
人
の
蒲
地
よ
り
も
、
知
名
度
が
高
く
人
気
歌
手
で
あ
っ
た

中
野
の
方
が
よ
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
前
売
り

券
を
買
い
求
め
る
市
民
が
殺
到
し
、
高
等
女
学
校
な
ど
の
団

体
生
徒
は
昼
の
部
だ
け
の
入
場
制
限
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た

）
8
（

。
山
形
市
で
「
山
形
県
ス
キ
ー
行
進
曲
」
は
好
評

だ
っ
た
と
見
え
、
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
日
に
中
野
忠
晴

「
ス
キ
ー
行
進
曲
」（
作
詞
：
島
田
芳
文
）
と
し
て
再
び
発
売

さ
れ
て
い
る
。

　

青
森
県
の
「
八
戸
行
進
曲
」
と
、
山
形
県
の
「
山
形
県
ス

キ
ー
行
進
曲
」
な
ど
、
東
北
地
方
の
新
民
謡
が
作
ら
れ
て
い

る
の
は
、
こ
の
時
期
に
同
地
方
の
経
済
発
展
お
よ
び
地
域
振

興
を
目
的
と
し
て
い
た
動
き
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た

）
9
（

。
コ
ロ

ム
ビ
ア
で
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
月
に
「
広
島
音
頭
」

「
北
海
音
頭
」「
仙
台
音
頭
」「
宮
城
音
頭
」「
盛
岡
音
頭
」「
岩

手
音
頭
」「
新
秋
田
音
頭
」、
三
月
に
「
横
須
賀
音
頭
」
を
発

売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
昭
和
八
年
十
一
月
の
藤
本
二
三
吉

「
大
阪
音
頭
」（
作
詞
：
佐
藤
惣
之
助
、
作
曲
：
佐
々
紅
華
）

の
焼
き
直
し
で
あ
る
。
昭
和
九
年
六
月
の
松
平
晃
「
大
山
形

行
進
曲
」「
大
仙
台
行
進
曲
」、
八
月
の
「
大
盛
岡
行
進
曲
」

「
大
青
森
行
進
曲
」「
大
秋
田
行
進
曲
」、
九
月
の
「
葉
隠
行

進
曲
」、
同
十
年
（
一
九
三
五
）
八
月
の
「
北
海
ま
つ
り
」

（
歌
：
ミ
ス
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
、
伊
藤
久
男
）
も
、
同
八
年
十

月
の
ミ
ス
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
「
大
名
古
屋
祭
」（
作
詞
：
碧
海

利
秋
、
補
作
：
西
條
八
十
、
作
曲
：
江
口
夜
詩
）
を
焼
き
直

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
詞
は
違
う
も
の
の
、
旋
律
は
同
じ

だ
。

　

こ
の
う
ち
「
葉
隠
行
進
曲
」（
作
詞
：
原
田
誠
吾
、
補
作
：

島
田
芳
文
）
は
、
古
関
作
曲
の
「
佐
賀
は
よ
い
と
こ
」（
歌
：

藤
本
二
三
吉
）
と
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
さ
れ
た
。
佐
賀
県
蓄
音
器

商
組
合
が
企
画
し
、
佐
賀
市
役
所
と
佐
賀
商
工
会
議
所
の
後

援
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
佐
賀
県
蓄
音
器
商
組
合
が
県
内
か

ら
歌
詞
を
募
集
し
、「
佐
賀
は
よ
い
と
こ
」
は
八
十
四
編
か

ら
白
山
町
の
蒲
原
政
次
郎
の
作
品
が
選
ば
れ
た

）
10
（

。
古
関
は
従

来
の
行
進
曲
と
は
違
っ
て
、
哀
愁
の
あ
る
小
唄
調
の
新
民
謡

に
仕
上
げ
て
い
る
。「
佐
賀
は
よ
い
と
こ
」
は
三
〇
三
七
枚

製
造
さ
れ
て
お
り
、
新
民
謡
と
し
て
は
及
第
点
の
売
上
と
い

え
る

）
11
（

。

　

そ
の
た
め
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
は
昭
和
九
年
九
月
の
「
九
州

よ
い
と
こ
」（
作
詞
：
西
岡
水
朗
、
歌
：
赤
坂
小
梅
）、
十
月

の
「
京
は
よ
い
と
こ
」（
作
詞
：
時
雨
音
羽
、
歌
：
松
平
晃
）、

同
十
年
四
月
の
「
平
よ
い
と
こ
」（
作
詞
：
岡
部
夜
権
、
補

作
：
高
橋
掬
太
郎
、
歌
：
分
山
田
和
香
）
と
、「
よ
い
と
こ
」

シ
リ
ー
ズ
を
古
関
に
作
曲
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
地
方
の

新
聞
社
が
企
画
し
た
も
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
独
自
に

制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
佐
賀

は
よ
い
と
こ
」
を
焼
き
直
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た

に
作
曲
し
て
い
る
こ
と
だ
。
古
関
の
場
合
、
先
述
の
「
山
形

県
ス
キ
ー
行
進
曲
」
が
「
ス
キ
ー
行
進
曲
」
に
な
っ
た
の
と
、

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
七
月
に
宮
城
県
の
七
夕
祭
り
を
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目
的
に
発
売
さ
れ
た
二
葉
あ
き
子
の
「
ミ
ス
仙
台
」（
作
詞
：

西
條
八
十
）
が
、
同
十
二
年
一
月
の
「
乙
女
十
九
」（
作
詞
：

同
上
）
に
な
っ
た
の
を
除
く
と
、
焼
き
直
し
さ
れ
た
楽
曲
は

な
い
。
こ
こ
に
は
ヒ
ッ
ト
す
る
可
能
性
が
低
い
地
域
限
定
の

新
民
謡
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
全
力
投
球
で
作
曲
す
る
古
関

の
人
柄
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
地
の
景
色
か
ら
旋
律

が
湧
い
て
く
る
と
い
う
古
関
の
作
曲
方
法
か
ら
す
る
と
、
地

域
の
異
な
る
新
民
謡
を
焼
き
直
す
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
か
っ

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
民
謡
ブ
ー
ム
の
音
頭
熱
は
昭
和
十
年
の
「
せ
ん
き
ょ
音

頭
」（
作
曲
：
中
山
晋
平
、
歌
：
小
唄
勝
太
郎
、
三
島
一
声
、

藤
山
一
郎
）
に
よ
っ
て
下
火
を
迎
え
る
が
、
そ
の
後
も
新
民

謡
は
作
ら
れ
た

）
12
（

。
昭
和
十
年
代
を
迎
え
る
と
、
観
光
客
の
誘

致
を
図
る
も
の
や
、
産
業
博
覧
会
の
開
催
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
関
門
日
日
新
聞
社
は
山

口
県
宇
部
市
か
ら
新
民
謡
制
作
の
依
頼
を
受
け
た
。
そ
こ
で

コ
ロ
ム
ビ
ア
と
提
携
し
、「
躍
進
の
宇
部
」（
作
詞
：
古
谷
以

和
雄
、
作
曲
：
古
関
裕
而
、
歌
：
伊
藤
久
男
）
が
作
ら
れ

た
）
13
（

。
レ
コ
ー
ド
は
昭
和
十
年
八
月
二
十
二
日
に
発
売
さ
れ

た
。
発
表
会
は
八
月
二
十
五
日
夜
七
時
か
ら
西
区
海
岸
通
遊

園
地
、
二
十
六
日
夜
七
時
か
ら
榊
原
公
園
で
行
わ
れ
た

）
14
（

。
ま

た
二
十
日
の
徳
山
か
ら
三
十
一
日
の
山
口
市
ま
で
サ
ウ
ン
ド

ト
ラ
ッ
ク
が
県
下
を
巡
回
演
奏
し
た

）
15
（

。
二
十
二
日
に
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
は
宇
部
市
内
の
大
新
時
計
店
、
八
木
百
貨
店
、

メ
リ
ー
蓄
音
器
店
、
明
曲
堂
、
関
門
日
日
新
聞
宇
部
支
局
を

訪
れ
、「
躍
進
の
宇
部
」
を
宣
伝
し
て
い
る

）
16
（

。
こ
う
し
た
宣

伝
が
功
を
奏
し
、
二
十
六
日
の
発
表
会
は
榊
原
公
園
に
三
万

人
が
集
ま
る
大
盛
況
と
な
っ
た

）
17
（

。

　

三
重
県
の
「
躍
進
四
日
市
」
は
、
昭
和
十
一
年
三
月
二
十

五
日
か
ら
五
月
十
三
日
ま
で
千
歳
町
で
開
催
さ
れ
た
国
産
振

興
四
日
市
大
博
覧
会
の
宣
伝
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
。
国
産
振

興
四
日
市
大
博
覧
会
協
賛
会
は
、
日
本
蓄
音
器
商
会
名
古
屋

支
店
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
て
、
高
橋
掬
太
郎
が
作
詞
し
た

「
躍
進
四
日
市
」
を
協
賛
会
の
制
定
歌
と
し
、
古
関
が
作
曲

し
て
伊
藤
久
男
に
録
音
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
曲
は

博
覧
会
の
開
催
中
に
開
場
内
は
も
と
よ
り
、
市
中
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
流
さ
れ
た
。
古
関
の
調
子
が
よ
く
哀
愁
の
あ
る

「
躍
進
四
日
市
」
は
、「
流
暢
た
る
旋
律
は
人
の
心
を
浮
き
立

た
せ
博
覧
会
気
分
を
彌
が
上
に
煽
り
立
て
た

）
18
（

」。
こ
の
曲
の

宣
伝
効
果
も
あ
っ
て
、
大
博
覧
会
の
入
場
者
数
は
目
標
の
四

十
万
人
の
三
倍
以
上
の
一
二
四
万
五
〇
〇
〇
人
を
記
録
し

た
）
19
（

。

　

し
か
し
、「
躍
進
四
日
市
」
は
博
覧
会
が
閉
幕
し
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
地
元
民
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
同
時
期
に
作
ら
れ
て
風
化
し
な
か
っ
た
の
が

「
大
敦
賀
行
進
曲
」
で
あ
る
。
こ
の
曲
は
敦
賀
の
実
業
家
で

あ
る
宇
野
泰
三
が
、
敦
賀
を
全
国
に
宣
伝
し
、
誰
に
で
も
気

軽
に
歌
え
る
も
の
を
求
め
た

）
20
（

。「
大
敦
賀
行
進
曲
」
は
、
現

在
で
も
九
月
の
「
民
謡
踊
り
の
夕
べ
」
で
、
約
三
〇
〇
〇
人

か
ら
四
〇
〇
〇
人
が
踊
っ
て
お
り
、
敦
賀
市
民
に
と
っ
て
馴

染
み
深
い
曲
と
な
っ
て
い
る

）
21
（

。

　

長
野
県
の
「
菅
平
シ
ー
ハ
イ
ル
」（
歌
：
松
平
晃
）
も
、
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長
く
地
元
で
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
年
以
降
に
菅
平
へ

ス
キ
ー
を
す
る
た
め
に
訪
れ
る
客
が
増
え
た
た
め
、
昭
和
十

年
に
は
旧
国
鉄
が
群
馬
県
渋
川
か
ら
長
野
県
真
田
ま
で
バ
ス

を
走
ら
せ
た
。
そ
こ
で
昭
和
十
一
年
に
上
田
観
光
協
会
、
上

小
蓄
音
器
商
組
合
、
別
所
温
泉
、
菅
平
ホ
テ
ル
が
、
地
域
振

興
を
目
的
と
し
て
「
菅
平
シ
ー
ハ
イ
ル
」
を
制
作
し
た
。
上

田
商
工
会
議
所
専
務
理
事
の
岡
田
賢
治
は
、
作
詞
家
高
橋
掬

太
郎
を
馬
橇
に
乗
せ
て
、
菅
平
高
原
を
案
内
し
た

）
22
（

。
古
関
は

高
橋
の
歌
詞
に
軽
快
で
明
る
い
旋
律
を
つ
け
た
。
十
一
月
二

十
日
の
発
売
は
、
恵
比
寿
講
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た

）
23
（

。

　

古
関
が
戦
前
に
作
曲
し
た
新
民
謡
は
、
昭
和
十
三
年
十
月

二
十
日
に
発
売
さ
れ
た
「
躍
進
大
甲
」（
作
詞
：
栗
原
白
也
、

歌
：
霧
島
昇
）
で
途
絶
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
七
月
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
長
期

化
し
た
た
め
で
あ
る
。
戦
時
中
に
も
健
全
な
肉
体
を
作
る
目

的
か
ら
登
山
や
遠
足
な
ど
を
奨
励
し
た
た
め
、
そ
う
し
た
名

目
に
よ
っ
て
観
光
や
旅
行
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い

）
24
（

。

し
か
し
、
国
策
的
な
建
前
の
な
い
戦
前
の
よ
う
な
地
域
振
興

を
目
的
と
し
た
新
民
謡
の
制
作
は
難
し
く
な
っ
た
。

二　

戦
後
復
興
と
地
域
振
興

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
が
終
戦
を
迎
え
る
と
、
再
び
新
民
謡
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
戦
前
と
の
共
通
点
に
は
地
域
振
興
お
よ
び
観
光
招
致

や
産
業
博
覧
会
の
宣
伝
と
し
て
作
ら
れ
、
地
元
の
有
力
紙
が

歌
詞
を
募
集
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た

戦
前
と
の
違
い
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
戦
後
復
興
と
い
う
目

的
が
あ
っ
た
。
戦
後
に
は
一
般
発
売
と
は
別
に
、
各
地
か
ら

の
依
頼
に
応
じ
て
「
特
別
製
造
」
す
る
委
託
盤
が
増
え
る
。

古
関
は
戦
時
歌
謡
に
よ
っ
て
ヒ
ッ
ト
曲
を
量
産
し
、
戦
後
に

も
多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
む
よ
う
に
な
る
。
デ
ビ
ュ
ー
の
頃

と
は
異
な
り
、
歌
謡
界
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
依
頼
が
あ
れ
ば
、
古
関
は
ヒ
ッ
ト
の
可
能
性

が
少
な
い
新
民
謡
の
作
曲
を
断
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

古
関
の
戦
後
復
興
の
新
民
謡
と
し
て
特
筆
す
べ
き
曲
が
、

広
島
県
広
島
市
の
「
歌
謡
ひ
ろ
し
ま
」
と
、
長
崎
県
長
崎
市

の
「
長
崎
盆
踊
り
」
で
あ
る
。
広
島
市
は
昭
和
二
十
年
八
月

六
日
、
長
崎
市
は
八
月
九
日
に
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
原
爆

が
投
下
さ
れ
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
古
関
は
、
こ
の

焦
土
と
化
し
た
被
爆
地
を
立
ち
直
ら
せ
る
た
め
、
健
筆
を
振

る
っ
た
。
拙
著
『
古
関
裕
而
』
で
は
、
も
と
と
も
は
意
図
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
広
島
の
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
人

た
ち
の
鎮
魂
歌
と
な
っ
た
昭
和
二
三
年
六
月
の
二
葉
あ
き
子

「
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
鐘
」（
作
詞
：
菊
田
一
夫
）
と
、
古
関

が
長
崎
の
原
爆
で
犠
牲
と
な
っ
た
人
た
ち
、
先
の
戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
人
た
ち
の
鎮
魂
歌
と
し
て
書
い
た
同
二
四
年
七

月
の
藤
山
一
郎
「
長
崎
の
鐘
」（
作
詞
：
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
）

を
紹
介
し
た
。

　

本
論
で
は
そ
れ
ら
よ
り
も
先
に
古
関
が
広
島
と
長
崎
の
た

め
に
書
い
た
秘
曲
に
つ
い
て
述
べ
る
。
広
島
県
の
中
国
新
聞

社
で
は
、
広
島
の
復
興
を
願
う
歌
の
制
作
を
企
画
し
た
。
被
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爆
か
ら
満
一
年
が
経
っ
た
昭
和
二
一
年
八
月
九
日
に
歌
詞
と

楽
譜
が
発
表
さ
れ
た
。
五
〇
〇
〇
を
越
え
る
作
品
の
な
か
か

ら
、
中
国
新
聞
社
に
勤
め
る
山
本
康
夫
が
妻
紀
子
の
名
義
で

応
募
し
た
も
の
が
選
ば
れ
た
。
作
曲
家
と
し
て
古
関
が
指
名

さ
れ
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
古
関
は
「
歌
謡
ひ
ろ
し

ま
」
の
作
曲
に
つ
い
て
、「
何
処
で
も
誰
に
で
も
う
た
へ
る

や
う
に
し
た
つ
も
り
で
、
こ
れ
が
や
が
て
広
島
全
市
民
の
口

に
な
め
ら
か
に
浮
か
ん
で
来
る
日
を
待
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
日

こ
そ
広
島
の
平
和
復
興
の
日
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る

）
25
（

。

当
時
は
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
楽
譜
を
見
る
と
、
市

民
歌
の
よ
う
に
格
調
が
あ
り
な
が
ら
、
童
謡
の
よ
う
な
テ
ン

ポ
で
歌
い
易
い
。

　

こ
れ
が
誕
生
し
た
当
時
は
発
表
会
も
開
か
れ
た
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
歌
わ
れ
な
く
な
り
、
知
る
人
の
数
も
減
っ

て
い
っ
た
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
一
月
に
中
国
新
聞

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島

で
放
送
さ
れ
た
り
し
て
、
再
び
広
島
市
民
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
か
ら
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ

た
）
26
（

。

　

も
う
一
曲
全
国
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
長
崎
の
鎮
魂
歌

が
、
昭
和
二
十
二
年
に
作
ら
れ
た
「
長
崎
盆
踊
り
」（
作
詞
：

小
川
流
太
郎
、
歌
：
霧
島
昇
、
音
丸
）
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
戦
線
か
ら
帰
還
し
た
本
多
正
邦
と
い
う
青
年
は
、
実
家

は
も
と
よ
り
肉
親
の
姿
も
な
い
、
焦
土
と
化
し
た
長
崎
の
風

景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
本
多
は
長
崎
市
民
を
勇
気
づ

け
、
被
爆
犠
牲
者
を
供
養
す
る
た
め
の
盆
踊
り
大
会
を
企
画

す
る
。
青
年
団
の
活
動
を
通
し
て
歌
詞
を
公
募
し
、
レ
コ
ー

ド
化
の
資
金
を
集
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
朝
日
新
聞
長
崎
支
局
記
者
の
小
川
流
太
郎
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。
本
多
の
親
類
の
代
議
士
を
通
し
て
映
画

監
督
中
田
耕
二
や
島
耕
二
を
紹
介
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
コ
ロ
ム

ビ
ア
へ
レ
コ
ー
ド
化
の
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
古
関

が
作
曲
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
長
崎
盆
踊
り
」
は
、
昭
和

二
二
年
八
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
和
盆
踊
り
大
会
」
で

発
表
さ
れ
た

）
27
（

。

　

島
根
県
松
江
市
で
は
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
九

月
十
五
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
、
松
江
市
と
松
江
商
工
会

議
所
の
共
催
に
よ
る
「
貿
易
と
観
光
大
博
覧
会
」
が
開
か
れ

た
。
入
場
者
は
約
三
〇
万
人
を
記
録
し
た

）
28
（

。「
貿
易
と
観
光

は
日
本
再
建
の
両
翼
」
と
み
な
し
、
優
良
輸
出
品
を
中
心
と

し
た
国
内
製
品
を
陳
列
し
、「
観
光
日
本
」
と
「
文
化
日
本
」

を
紹
介
す
る
こ
と
が
開
催
の
趣
旨
で
あ
っ
た

）
29
（

。
こ
の
会
場
で

流
さ
れ
た
の
が
、
西
條
八
十
作
詞
で
古
関
が
作
曲
し
た
「
松

江
夜
曲
」
で
あ
る
。
県
下
各
地
を
回
る
博
覧
会
宣
伝
の
バ
ス

で
も
流
さ
れ
、
行
く
先
々
で
「
松
江
夜
曲
」
の
舞
踊
も
披
露

さ
れ
た

）
30
（

。

　

西
條
が
松
江
の
名
所
古
跡
を
盛
り
込
ん
だ
「
松
江
夜
曲
」

に
、
古
関
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
哀
感
の
あ
る
小
唄
調
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
つ
け
た
。
と
く
に
「
ま
つ
ま
つ
松
江
は　

君
を
待

つ
」
と
い
う
サ
ビ
の
部
分
が
耳
に
残
る
。「
松
江
夜
曲
」
の

レ
コ
ー
ド
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
八
日
に
音
丸
が
録
音
し

て
い
る
が
、
一
般
発
売
さ
れ
な
か
っ
た
委
託
盤
で
あ
る
。
昭
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和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
松
江
市
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

た
第
三
十
七
回
国
民
体
育
大
会
「
く
に
び
き
国
体
」
の
開
催

に
向
け
て
、
前
年
九
月
に
「
松
江
夜
曲
」（
歌
：
わ
か
ば
ち

ど
り
）
は
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ
た

）
31
（

。
こ
の
リ
バ
イ
バ
ル
盤
は
全

国
発
売
し
て
い
る
。

　
「
松
江
夜
曲
」
は
現
在
で
も
地
元
の
舞
踊
会
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
リ

バ
イ
バ
ル
盤
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
古
関
が
作
曲
し
た
島
根
県
民
の
歌
に
よ
く
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
島
根
県
民
の
歌
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九

五
一
）
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
締
結
に
よ
る
日

本
の
独
立
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
。
歌
詞
の
募
集
は
、
島

根
新
聞
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

松
江
放
送
局
長
、
島
根
新
聞
社
主
筆
お
よ
び
編
集
局
長
な
ど

が
審
査
委
員
と
な
り
、「
薄
紫
の
山
脈
」
と
「
青
い
空
な
ら
」

が
選
ば
れ
た

）
32
（

。
両
曲
と
も
古
関
が
作
曲
し
、
昭
和
二
十
七
年

五
月
十
三
日
に
藤
山
一
郎
が
「
薄
紫
の
山
脈
」、
十
四
日
に

岡
本
敦
郎
と
安
西
愛
子
が
「
青
い
空
な
ら
」
を
録
音
し
た
。

こ
の
レ
コ
ー
ド
は
、
委
託
盤
と
し
て
制
作
さ
れ
、
昭
和
二
十

七
年
に
松
江
市
公
会
堂
で
発
表
会
が
開
か
れ
た
。

　

島
根
県
民
の
歌
も
、
く
に
び
き
国
体
の
開
催
に
際
し
て

「
県
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
」
目
的
で
、
昭
和
五
十
六
年
（
一

九
八
一
）
に
ビ
ク
タ
ー
で
レ
コ
ー
ド
三
〇
〇
〇
枚
、
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
五
〇
〇
本
が
制
作
さ
れ
た
。
平
成
九
年
（
一
九
九

七
）
と
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
昭
和
五
十
六
年
の
レ
コ
ー

ド
を
Ｃ
Ｄ
化
し
て
い
る

）
33
（

。
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
の

表
面
は
「
薄
紫
の
山
脈
」
の
ス
テ
レ
オ
盤
で
、
裏
面
は
古
関

が
新
た
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
薄
紫
の
山
脈
」
の
行
進
曲
で
あ

り
、「
青
い
空
な
ら
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
り

県
民
か
ら
「
青
い
空
な
ら
」
の
記
憶
は
消
え
て
い
き
、
島
根

県
民
の
歌
は
「
薄
紫
の
山
脈
」
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
松
江
夜
曲
」
も
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ
な
け
れ
ば
、
忘
れ
ら
れ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　

実
際
に
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ
ず
、「
松
江
夜
曲
」
と
は
対
象

的
に
忘
れ
ら
れ
た
の
が
「
高
松
夜
曲
」
で
あ
る
。
香
川
県
高

松
市
は
、「
新
生
日
本
の
生
き
る
道
は
、
国
内
産
業
の
振
興

に
よ
る
海
外
貿
易
と
世
界
の
観
光
地
と
し
て
立
ち
あ
が
る

事
」
と
い
う
趣
旨
で
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
三
月

二
十
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
「
高
松
大
博
覧
会
」
の
開
催

を
企
画
し
た

）
34
（

。
こ
の
記
念
歌
と
し
て
「
高
松
夜
曲
」（
歌
：

藤
山
一
郎
、
奈
良
光
枝
）
と
「
高
松
ぞ
め
き
」（
歌
：
赤
坂

小
梅
）
が
作
ら
れ
た
。
レ
コ
ー
ド
の
制
作
を
任
さ
れ
た
コ
ロ

ム
ビ
ア
は
、作
詞
は
両
曲
と
も
野
村
俊
夫
、タ
ン
ゴ
調
の
「
高

松
夜
曲
」
は
古
関
、
小
唄
調
の
「
高
松
ぞ
め
き
」
は
大
村
能

章
に
作
曲
を
指
名
し
た
。
委
託
盤
の
レ
コ
ー
ド
は
三
〇
〇
枚

製
造
さ
れ
、
二
〇
枚
は
宣
伝
用
に
使
用
し
、
残
り
は
一
枚
四

五
〇
円
で
発
売
さ
れ
た
。
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
「
市
内
で

大
流
行
で
、
劇
場
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
喫
茶
店
で
相
当
に

受
け
た
が
、
宣
伝
用
と
し
て
遊
覧
船
内
や
宣
伝
自
動
車
、
声

の
新
聞
に
も
折
込
ん
で
利
用
さ
れ
、
こ
と
に
高
松
放
送
局
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
全
国
的
に
郷
土
自
慢
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
」
と
い
う

）
35
（

。
し
か
し
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
ま
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で
観
光
案
内
に
「
高
松
夜
曲
」
の
歌
詞
は
載
っ
て
い
た
が
、

博
覧
会
の
記
憶
が
薄
れ
る
と
と
も
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

静
岡
県
の
静
岡
鉄
道
で
は
、
昭
和
二
十
四
年
の
秋
か
ら
従

業
員
の
慰
安
会
を
毎
年
開
催
す
る
よ
う
に
な
る
。
最
初
の

「
家
族
慰
安
会
」
に
は
藤
山
一
郎
の
斡
旋
で
、
作
詞
家
藤
浦

洸
と
古
関
が
出
席
し
た
。
静
岡
鉄
道
の
社
長
川
井
健
太
郎
と

藤
山
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
ジ
ャ
ワ
島
ス
ラ
バ
ヤ
で
知
り
合

い
、
終
戦
後
も
交
流
が
あ
っ
た
。「
家
族
慰
安
会
」
で
は
会

場
か
ら
題
名
を
募
集
し
、
即
興
で
歌
を
作
る
と
い
う
企
画
が

行
わ
れ
た
。
会
場
か
ら
「
静
岡
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
と
題
名
が

出
さ
れ
、
約
三
〇
分
間
で
藤
浦
と
古
関
が
作
詞
作
曲
し
、
藤

山
が
歌
唱
し
た

）
36
（

。
藤
山
が
レ
コ
ー
ド
化
を
持
ち
か
け
た
よ
う

で
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
日
に
録
音
さ
れ
た
。
だ
が
、
委

託
盤
で
あ
っ
た
た
め
、
次
第
に
従
業
員
の
間
で
も
知
る
者
が

少
な
く
な
っ
た
。
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十
二
月
に
は
「
静

岡
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
静
岡
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
歌
」

と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
無
名
な
歌
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
）
37
（

。

　

愛
知
県
蒲
郡
で
も
、
戦
後
復
興
の
な
か
で
観
光
宣
伝
の
歌

が
作
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
六
月
に
蒲
郡

町
観
光
課
は
中
部
日
本
新
聞
社
と
共
催
し
、
中
央
放
送
局
、

名
古
屋
鉄
道
局
、
名
鉄
電
車
の
後
援
を
得
て
、「
観
光
蒲
郡

の
歌
」
の
歌
詞
を
募
集
し
た

）
38
（

。
六
月
二
十
八
日
の
締
め
切
り

ま
で
に
約
四
〇
〇
編
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
後
述

す
る
「
夢
の
豊
橋
」
の
作
詞
者
で
あ
る
河
西
新
太
郎
も
応
募

し
て
い
た

）
39
（

。
結
果
は
蒲
郡
市
在
住
の
勝
浦
仙
太
郎
の
作
品
が

選
ば
れ
、
選
者
の
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
が
補
作
し
た

）
40
（

。
七
月
十

六
日
の
『
西
宝
民
報
』
に
古
関
の
作
曲
と
レ
コ
ー
ド
化
が
決

定
さ
れ
た
と
あ
る
か
ら
、
作
曲
者
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
が
選
定
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

古
関
が
作
曲
し
た
譜
面
は
、
八
月
三
日
に
蒲
郡
町
観
光
課

に
届
け
ら
れ
た

）
41
（

。
九
月
七
日
に
は
国
民
病
院
三
階
ホ
ー
ル
で

「
観
光
蒲
郡
の
歌
の
授
賞
式
」
が
開
か
れ
、
勝
浦
を
は
じ
め

入
賞
者
が
出
席
し
た

）
42
（

。「
観
光
蒲
郡
の
歌
」
の
発
表
会
は
、

十
月
一
日
に
中
央
公
民
館
の
上
棟
式
記
念
行
事
と
し
て
行
わ

れ
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
バ
ン
ド
の
演
奏
で
、
新
人
歌
手

奥
村
義
金
と
鈴
木
幸
子
で
披
露
さ
れ
た

）
43
（

。
レ
コ
ー
ド
は
委
託

盤
で
五
〇
〇
枚
製
造
さ
れ
、
蒲
郡
町
役
場
観
光
課
お
よ
び
町

観
光
協
会
を
窓
口
と
し
て
、
一
枚
三
〇
〇
円
で
買
う
こ
と
が

で
き
た
。『
西
宝
民
報
』
で
は
「
歌
そ
の
も
の
は
い
い
し
、

作
曲
者
も
一
流
の
古
関
裕
而
氏
だ
か
ら
評
判
そ
の
も
の
は
決

し
て
悪
く
な
い
と
思
う
」
と
評
価
し
て
い
る

）
44
（

。
タ
ン
ゴ
調
の

「
観
光
蒲
郡
の
歌
」（
歌
：
伊
藤
久
男
、
奈
良
光
枝
）
は
蒲
郡

駅
で
流
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に

三
波
春
夫
の
「
蒲
郡
ふ
る
さ
と
音
頭
」（
作
詞
：
北
村
桃
児
、

作
曲
：
遠
藤
実
）
が
作
ら
れ
る
と
、「
観
光
蒲
郡
の
歌
」
の

使
命
は
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

蒲
郡
と
ほ
ぼ
同
時
に
観
光
招
致
の
た
め
、
産
業
や
文
化
の

宣
伝
歌
を
求
め
た
の
が
、
岐
阜
県
古
川
町
（
現
・
飛
騨
市
）

で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
に
飛
騨
市
で
は
古
川
町
俚
謡
制
定

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、「
俚
謡
を
通
じ
古
川
町
の
観
光
及
び

産
業
・
文
化
の
宣
伝
を
は
か
る
」
と
い
う
目
的
か
ら
、「
飛
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騨
古
川
小
唄
」
を
作
る
こ
と
と
な
っ
た

）
45
（

。
新
聞
で
歌
詞
を
募

集
し
、
二
六
七
編
の
な
か
か
ら
岐
阜
市
在
住
の
峰
陽
之
介
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。
飛
騨
市
は
古
賀
政
男
に
作
曲
を
希
望
し

た
が
、
そ
れ
は
実
現
せ
ず
代
わ
っ
て
古
関
が
作
曲
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
五
月
一
日
に
飛
騨
市
の
高
山
会
館
、
二
日
に
古

川
劇
場
で
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
レ
コ
ー
ド
は
委
託
盤
で

二
〇
〇
枚
し
か
製
造
さ
れ
な
か
っ
た

）
46
（

。
昭
和
五
十
年
頃
ま
で

観
光
誘
致
の
宣
伝
歌
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
次

第
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
楽
曲
で
は
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ
た
「
松
江
夜

曲
」
を
除
く
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
消
え
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
な
か
で
昭
和
二
十
五
年
に
愛
知

県
刈
谷
市
で
作
ら
れ
た
「
刈
谷
音
頭
」（
作
詞
：
藤
浦
洸
、

歌
：
二
葉
あ
き
子
、
岡
本
敦
郎
）
と
「
刈
谷
小
唄
」（
作
詞
：

サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
、
歌
：
赤
坂
小
梅
、
鶴
田
六
郎
）
は
、
現

在
で
も
盆
踊
り
の
定
番
曲
と
な
っ
て
い
る
。
両
曲
は
刈
谷
市

制
一
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
。
名
古
屋
の
放
送
局
を
介

し
て
作
曲
を
古
関
に
依
頼
し
た
。
委
託
盤
だ
が
、
市
内
の
楽

器
店
や
市
役
所
で
は
一
枚
二
七
〇
円
で
販
売
さ
れ
た
。
そ
の

後
に
Ｓ
Ｐ
盤
の
時
代
が
終
わ
る
と
Ｅ
Ｐ
盤
で
復
刻
プ
レ
ス
さ

れ
た
。
現
在
で
も
「
刈
谷
市
民
踊
愛
好
会
」
が
継
承
に
努
め

て
お
り
、
毎
年
夏
の
盆
踊
り
で
は
定
番
曲
と
な
っ
て
い
る

）
47
（

。

新
民
謡
が
生
き
残
る
鍵
は
、
地
元
の
舞
踊
集
団
の
活
動
の
有

無
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

岡
山
県
倉
敷
市
で
は
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
に
倉
敷
市
役

所
商
工
衛
生
部
と
商
工
課
が
「
倉
敷
小
唄
」
の
歌
詞
を
募
集

し
た
。
公
募
の
条
件
は
「
産
業
及
び
観
光
文
化
都
市
と
し
て

躍
進
す
る
大
倉
敷
市
に
ふ
さ
わ
し
く
明
朗
な
も
の
で
広
く
愛

唱
さ
れ
、
倉
敷
の
内
容
と
要
素
を
も
つ
た
作
品
で
あ
る
こ

と
」、「
調
子
は
随
意
で
、
歌
詞
は
な
る
べ
く
四
章
程
度
の
も

の
」
で
あ
っ
た

）
48
（

。「
産
業
及
び
観
光
文
化
都
市
と
し
て
躍
進

す
る
大
倉
敷
市
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、
戦
前
の
「
躍
進
四

日
市
」
や
「
大
敦
賀
行
進
曲
」
な
ど
と
の
連
続
性
を
感
じ
る
。

　

九
月
二
十
日
の
締
め
切
り
ま
で
に
二
二
九
作
品
が
集
ま

り
、
西
條
八
十
の
審
査
を
経
て
十
月
二
十
四
日
の
審
査
委
員

会
で
後
月
郡
井
原
町
上
町
在
住
の
塚
本
昭
弘
の
歌
詞
が
選
ば

れ
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
で
、「
倉
敷
小
唄
」
の
作
曲

を
古
関
、「
倉
敷
音
頭
」（
歌
：
久
保
幸
江
、
加
藤
雅
夫
）
の

作
曲
を
大
村
能
章
と
決
め
た
。「
倉
敷
小
唄
」
は
当
初
は
霧

島
昇
と
奈
良
光
枝
が
歌
う
を
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は

岡
本
敦
郎
と
奈
良
光
枝
と
な
っ
た

）
49
（

。
委
託
盤
の
レ
コ
ー
ド

は
、
倉
敷
市
商
工
課
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た

）
50
（

。

　
「
高
松
夜
曲
」
の
よ
う
に
博
覧
会
の
記
憶
の
風
化
と
、「
観

光
蒲
郡
の
歌
」
の
よ
う
に
音
頭
に
代
わ
っ
て
タ
ン
ゴ
調
の
曲

が
消
え
る
と
い
う
の
は
、
愛
知
県
豊
橋
市
の
「
夢
の
豊
橋
」

と
「
豊
橋
観
光
音
頭
」
で
も
確
認
で
き
る
。
古
関
が
「
夢
の

豊
橋
」
を
作
曲
し
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
昭
和
二

十
五
年
発
行
の
『
夢
乃
豊
橋
』
に
「
作
詞
河
西
新
太
郎
、
作

曲
古
関
裕
而
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
夢
の
豊
橋
」
は
「
観

光
蒲
郡
の
歌
」
に
よ
く
似
た
タ
ン
ゴ
調
で
あ
る
。
一
方
の

「
豊
橋
観
光
音
頭
」
は
豊
橋
観
光
協
会
選
と
書
か
れ
て
い
る

も
の
の
、
作
詞
者
と
作
曲
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
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こ
と
か
ら
「
豊
橋
観
光
音
頭
」
は
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九

五
二
）
七
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
の
「
豊
橋
ま
つ
り
」
に
合

わ
せ
て
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
る
際
に
、
古
関
が
作
曲
し
た
と
考

え
ら
れ
る

）
51
（

。

　
「
豊
橋
観
光
音
頭
」（
作
詞
：
中
林
と
み
を
、
歌
：
鶴
田
六

郎
、
久
保
幸
江
）
は
昭
和
二
十
七
年
六
月
七
日
、「
夢
の
豊

橋
」（
歌
：
岡
本
敦
郎
、
奈
良
光
枝
）
は
六
月
九
日
に
レ
コ
ー

ド
録
音
さ
れ
た
。
レ
コ
ー
ド
は
委
託
盤
だ
が
、
七
月
七
日
か

ら
市
内
楽
器
店
や
商
工
会
議
所
で
一
枚
二
五
〇
円
で
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
た

）
52
（

。
七
月
八
日
に
中
央
公
民
館
で
「
豊
橋
ま

つ
り
前
夜
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
は
両
曲
の
発
表
会
も

行
わ
れ
た
。
病
気
の
た
め
久
保
幸
江
は
欠
席
し
た
が
、
鶴
田

六
郎
は
歌
唱
し
て
い
る
。
会
場
に
は
二
五
〇
〇
人
が
集
ま
っ

た
）
53
（

。

　
「
夢
の
豊
橋
」
は
タ
ン
ゴ
調
で
作
曲
さ
れ
た
が
、
そ
の
寿

命
は
短
か
っ
た
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
三
月
二
十

日
か
ら
五
月
十
日
ま
で
復
興
と
進
展
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
豊

橋
産
業
文
化
大
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
る
と
、「
豊
橋
博
音

頭
」（
作
詞
：
五
条
朝
臣
、
補
作
：
野
村
俊
夫
、
作
曲
：
大

村
能
章
、
歌
：
伊
藤
久
男
、
神
楽
坂
は
ん
子
）
と
の
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
で
再
び
「
豊
橋
観
光
音
頭
」
が
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
。

こ
れ
も
特
販
で
戦
前
の
よ
う
に
全
国
発
売
は
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
と
き
に
音
頭
だ
け
が
残
さ
れ
て
、「
夢
の
豊
橋
」

は
観
光
宣
伝
歌
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
「
豊
橋
観
光
音
頭
」
も
「
豊
橋
博
音
頭
」
と
と
も
に
、
博

覧
会
が
終
了
し
て
、
そ
の
記
憶
が
薄
れ
る
に
つ
れ
て
市
民
か

ら
忘
れ
ら
れ
た
。

三　

戦
後
の
第
二
次
新
民
謡
ブ
ー
ム

　

戦
争
に
よ
っ
て
途
絶
え
た
地
域
振
興
の
博
覧
会
の
開
催
や

新
民
謡
の
制
作
が
、
終
戦
後
に
再
び
創
出
し
た
こ
と
は
前
章

で
確
認
し
た
。
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
新
民
謡
が
注
目
さ

れ
た
背
景
に
は
、
戦
前
に
新
民
謡
ブ
ー
ム
が
起
き
た
よ
う

に
、
戦
後
に
第
二
次
民
謡
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き

い
。
こ
の
第
二
次
新
民
謡
ブ
ー
ム
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
日

本
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
連
合

国
軍
の
統
治
支
配
下
か
ら
独
立
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
頃
か

ら
加
熱
し
た
。

　

そ
の
こ
と
が
よ
く
現
れ
て
い
る
の
が
、
昭
和
二
十
六
年
に

ヒ
ッ
ト
し
た
「
ト
ン
コ
節
」（
作
詞
：
西
條
八
十
、
作
曲
：

古
賀
政
男
）
で
あ
る
。
古
賀
は
、
こ
の
歌
の
創
作
に
つ
い
て

「
終
戦
後
、
炭
坑
節
と
い
う
の
が
流
行
っ
た
」、「
そ
れ
で
炭

坑
節
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
、
ト
ン
コ
節
と
し
た
ら
ど
う

か
」
と
思
っ
て
、「
ト
ン
コ
ト
ン
コ
」
と
い
う
「
ト
ン
コ
節
」

を
作
っ
た
と
語
っ
て
い
る

）
54
（

。
し
か
し
、
こ
の
曲
は
昭
和
二
十

四
年
一
月
に
楠
木
繁
夫
と
久
保
幸
江
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
発
売

し
た
と
き
に
は
売
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
二
十
六
年
四

月
に
歌
詞
を
変
更
し
て
加
藤
雅
夫
と
久
保
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で

再
発
売
し
た
と
こ
ろ
ヒ
ッ
ト
し
た
。

　

こ
の
流
行
背
景
に
つ
い
て
音
楽
評
論
家
吉
光
明
光
は
、

「
去
年
〔
筆
者
註
：
昭
和
二
十
五
年
〕
の
秋
、
文
部
大
臣
が
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「
旗
日
に
は
国
旗
を
出
し
て
、
そ
れ
か
ら
「『
君
が
代
』
を

歌
っ
て
…
…
」
と
言
っ
た
。
ぼ
く
は
そ
の
影
響
だ
と
思
う
の

だ
が
、
去
年
の
十
一
月
あ
た
り
か
ら
非
常
に
戦
前
の
よ
う
な

観
方
が
出
て
き
た
よ
う
で
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
意
見

に
古
関
が
「
ト
ン
コ
節
が
あ
た
っ
た
と
い
う
の
は
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
な
い
で
す
か
」
と
い
う
と
、
作
曲
家
服

部
良
一
が
「
日
本
的
な
も
の
が
出
た
の
は
、
バ
タ
臭
い
も
の

に
反
発
し
て
出
て
き
た
と
思
う
」、「
そ
れ
が
ほ
ん
と
に
日
本

の
民
謡
の
姿
で
、
そ
れ
に
う
ま
く
あ
え
ば
必
ず
ヒ
ッ
ト
す

る
」
と
続
け
て
述
べ
て
い
る

）
55
（

。

　

占
領
下
の
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ズ
や
ブ
ル
ー
ス
な

ど
外
国
曲
調
の
歌
謡
曲
が
流
行
し
た
。
し
か
し
、
統
治
支
配

を
快
く
思
う
国
民
は
い
る
わ
け
が
な
い
。
昭
和
二
十
六
年
頃

か
ら
新
民
謡
や
お
座
敷
ソ
ン
グ
な
ど
日
本
調
が
続
出
す
る
の

に
は
、
統
治
下
の
欧
米
音
楽
に
対
す
る
反
動
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
日
本
の
独
立
が
決
ま
っ
た
解
放
感
も
影

響
し
て
い
る
。
ま
た
昭
和
二
十
五
年
六
月
か
ら
二
十
八
年
三

月
ま
で
朝
鮮
戦
争
が
起
き
た
こ
と
に
よ
り
、
国
内
で
特
需
景

気
と
呼
ば
れ
る
経
済
の
活
性
化
も
大
き
か
っ
た
。
昭
和
二
十

六
年
一
月
三
日
放
送
の
「
第
一
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
」
で

は
、
赤
坂
小
梅
「
三
池
炭
坑
節
」
と
鈴
木
正
夫
「
常
磐
炭
坑

節
」
の
民
謡
対
決
が
行
わ
れ
て
い
る

）
56
（

。
日
本
で
の
外
国
調
に

対
し
て
日
本
調
が
流
行
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
一
月
に

江
利
チ
エ
ミ
の
「
テ
ネ
シ
ー
・
ワ
ル
ツ
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
の

を
受
け
て
、
神
楽
坂
は
ん
子
の
「
ゲ
イ
シ
ャ
・
ワ
ル
ツ
」（
作

詞
：
西
條
八
十
、
作
曲
：
古
賀
政
男
）
が
作
ら
れ
て
同
じ
よ

う
に
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
社
会
背
景
の
な
か
で
東
京
都
葛
飾
区
は
「
葛
飾

音
頭
」
の
制
作
を
企
画
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
二
月
に
葛
飾

区
は
「
文
化
的
意
識
と
健
全
な
区
民
精
神
の
昂
揚
を
計
る
」

と
い
う
目
的
で
「
葛
飾
音
頭
」
の
歌
詞
を
募
集
し
た
。
歌
詞

に
は
「
葛
飾
区
の
伝
統
産
業
文
化
の
発
展
を
取
入
れ
た
も
の

で
振
付
を
し
老
若
男
女
の
健
全
娯
楽
と
し
て
一
般
区
民
の
利

用
出
来
得
る
も
の
（
四
節
程
度
）」
が
求
め
ら
れ
た

）
57
（

。
二
月

二
十
八
日
の
締
め
切
り
ま
で
に
九
八
編
が
集
ま
り
、
区
長
、

区
議
会
議
長
、
教
育
委
員
長
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
芸
部
長
、
東
京
藝

術
大
学
教
授
平
井
保
喜
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
小
沢
直
与
志

な
ど
十
一
人
の
審
査
員
の
審
査
を
経
て
、
葛
飾
区
在
住
の
鈴

木
芳
一
の
作
品
が
一
等
に
選
ば
れ
た

）
58
（

。

　

同
時
に
募
集
さ
れ
た
「
葛
飾
区
歌
」
の
作
曲
が
審
査
員
の

平
井
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
か
る
が
、「
葛
飾
音
頭
」

が
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
専
属
作
曲
家
で
は
な
く
、
古
関
に
依

頼
さ
れ
た
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
六
月
十
五
日
の
広
報
で
は

「
葛
飾
音
頭
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
の
古
関
裕
而
氏
の
作
曲
と

児
童
舞
踊
向
の
振
付
を
行
つ
て
何
れ
も
レ
コ
ー
ド
に
吹
込
み

区
行
事
や
一
般
区
民
の
情
操
教
育
の
た
め
に
普
及
活
動
を
行

う
こ
と
ゝ
な
り
準
備
を
進
め
て
い
る
」
と
い
う

）
59
（

。
委
託
盤
の

レ
コ
ー
ド
は
五
月
二
十
五
日
に
岡
本
敦
郎
と
久
保
幸
江
が
録

音
し
た
。「
葛
飾
音
頭
」
は
現
在
で
も
葛
飾
区
内
の
盆
踊
り

な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
一
月
に
徳
島
県
池
田
町
議

会
の
産
業
経
済
委
員
会
で
は
、「
観
光
池
田
」
を
広
く
宣
伝
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す
る
た
め
、「
阿
波
池
田
小
唄
」
を
制
作
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
同
年
十
月
の
「
第
八
回
国
民
体
育
大
会
」
で
は
池
田
が

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
地
域
振

興
の
機
会
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
に
「
阿
波
池
田
小
唄
」
の

歌
詞
は
、
応
募
作
品
一
三
五
編
の
な
か
か
ら
、
広
島
県
豊
田

郡
豊
田
村
在
住
の
木
下
潤
の
も
の
が
選
ば
れ
た

）
60
（

。
こ
の
段
階

で
作
曲
者
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
池
田
町
役
場
助

役
内
田
太
郎
は
、
レ
コ
ー
ド
や
楽
器
を
取
り
扱
っ
て
い
た
藤

野
時
計
店
の
店
主
藤
野
一
治
に
相
談
し
て
い
る
。
藤
野
は
取

引
先
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
営
業
社
員
に
作
曲
者
を
一
任
し
、
歌
手

に
は
「
ゲ
イ
シ
ャ
・
ワ
ル
ツ
」
の
神
楽
坂
は
ん
子
を
希
望
し

た
）
61
（

。

　

こ
こ
か
ら
古
関
の
作
曲
を
指
名
し
た
の
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
六
月
末
ま
で
に
作
曲
は
完
成
し
、
そ

の
楽
譜
が
池
田
市
に
届
け
ら
れ
た
。
池
中
講
堂
で
は
そ
の
楽

譜
を
使
っ
て
演
奏
し
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
録
音
し
て
い

る
）
62
（

。
こ
の
音
源
で
池
田
市
公
民
館
で
八
月
十
六
日
か
ら
十
八

日
ま
で
練
習
会
が
行
わ
れ
、
十
九
日
の
夜
に
発
表
会
が
開
催

さ
れ
た
。
委
託
盤
の
レ
コ
ー
ド
は
、
八
月
十
九
日
に
久
保
幸

江
と
鶴
田
六
郎
が
録
音
し
、
三
〇
〇
枚
が
製
造
さ
れ
た
。
仕

事
の
都
合
が
合
わ
な
か
っ
た
の
か
、
神
楽
坂
の
録
音
は
実
現

し
な
か
っ
た
。
レ
コ
ー
ド
制
作
に
は
二
〇
万
円
（
作
曲
料
四

万
円
、
レ
コ
ー
ド
吹
込
料
一
三
万
四
〇
〇
〇
円
、
レ
コ
ー
ド

三
〇
〇
枚
の
製
造
費
六
万
円
）
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
「
こ
ん
な
に
し
て
ま
で
観
光
池
田
を
宣
伝
し
て
も
、

受
入
体
勢
が
充
分
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
か
と
思
う
」
と
批
判

の
声
も
出
た
。
し
か
し
、
池
田
市
と
し
て
は
「
必
死
の
観
光

政
策
」
で
あ
っ
た

）
63
（

。

　

岡
山
県
井
原
市
で
は
昭
和
二
十
九
年
に
「
井
原
音
頭
」（
補

作
：
藤
浦
洸
、
作
曲
：
米
山
正
夫
、
歌
：
神
楽
坂
は
ん
子
、

村
岡
十
九
夫
）
と
「
井
原
小
唄
」（
歌
：
永
田
と
よ
こ
）
が

制
作
さ
れ
た
。
井
原
市
商
工
会
議
所
が
市
制
施
行
一
周
年
記

念
祝
賀
行
事
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
詞
は
一
般

募
集
し
、
作
詞
家
藤
浦
洸
が
選
者
と
な
っ
た
。
同
年
三
月
に

「
井
原
小
唄
」
の
歌
詞
は
、
倉
敷
市
平
和
町
在
住
の
片
山
八

郎
の
作
品
が
選
ば
れ
、
藤
浦
が
補
作
し
た

）
64
（

。
古
関
が
「
井
原

小
唄
」
を
作
曲
し
た
の
は
、
レ
コ
ー
ド
化
に
際
し
て
コ
ロ
ム

ビ
ア
が
指
名
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
浦
が
古
関
を
紹

介
し
た
と
す
れ
ば
、「
井
原
音
頭
」
を
米
山
が
作
曲
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
全
国
各
地
か
ら
新
民
謡
の
依
頼
を
受
け
た
コ
ロ

ム
ビ
ア
は
、
新
民
謡
ブ
ー
ム
の
再
来
を
感
じ
た
。
昭
和
二
十

九
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全

四
七
都
道
府
県
の
新
民
謡
を
発
売
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
古

関
作
品
は
「
福
島
音
頭
」
と
「
東
山
甚
句
」、「
百
万
石
音
頭
」

と
「
金
沢
小
唄
」、「
長
崎
音
頭
」
と
「
長
崎
小
唄
」
の
レ
コ
ー

ド
三
枚
六
曲
で
あ
る
。
こ
の
三
枚
は
地
元
の
放
送
局
と
新
聞

社
が
選
定
し
、
観
光
協
会
お
よ
び
連
盟
か
ら
推
薦
を
受
け
る

と
い
う
形
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
九
年
六
月
の
「
福
島
音
頭
」（
作
詞
：
野
村
俊

夫
、
歌
：
伊
藤
久
男
、
神
楽
坂
は
ん
子
）
は
福
島
民
報
社
、

ラ
ジ
オ
福
島
の
選
定
、
福
島
県
観
光
連
盟
、
福
島
県
教
育
委
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員
会
の
推
薦
、
福
島
蓄
音
器
組
合
の
協
賛
、「
東
山
甚
句
」

（
作
詞
：
同
上
、
歌
：
霧
島
昇
、
久
保
幸
江
）
は
福
島
民
報
社
、

ラ
ジ
オ
福
島
の
選
定
、
福
島
県
観
光
連
盟
、
会
津
東
山
観
光

協
会
、
会
津
観
光
商
会
の
推
薦
、
福
島
蓄
音
器
組
合
の
協
賛

で
あ
っ
た
。
同
年
八
月
の
「
百
万
石
音
頭
」（
作
詞
：
丘
十

四
夫
、
歌
：
伊
藤
久
男
、
永
田
と
よ
子
）
と
「
金
沢
小
唄
」

（
作
詞
：
同
上
、
歌
：
久
保
幸
江
）
は
、
石
川
県
教
育
委
員
会
、

石
川
県
観
光
連
盟
、
北
国
新
聞
社
、
金
沢
放
送
局
、
北
陸
放

送
局
、
石
川
県
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
協
賛
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
。
同
年
九
月
の
「
長
崎
音
頭
」（
作
詞
：
藤
浦
洸
、
歌
：

藤
山
一
郎
、
奈
良
光
枝
）
と
「
長
崎
小
唄
」（
作
詞
：
同
上
、

歌
：
久
保
幸
江
）
は
、
ラ
ジ
オ
長
崎
と
長
崎
新
聞
社
が
選
定

し
、
長
崎
県
観
光
連
盟
か
ら
推
薦
を
受
け
た
。

　

全
国
各
地
で
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
観
光
宣
伝
歌
と
し
て

期
待
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
福
島
音
頭
」
と
「
東

山
甚
句
」
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
『
福
島
民
報
』
の
広

告
記
事
以
外
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
点
は

「
百
万
石
音
頭
」
と
「
金
沢
小
唄
」
で
も
一
緒
で
あ
る
。『
北

国
新
聞
』
に
は
、
両
曲
に
つ
い
て
「
コ
ロ
ム
ビ
ア
が
勝
手
に

作
っ
た
「
小
唄
」
で
あ
り
「
音
頭
」
で
あ
る
か
ら
、
な
ん
で

も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、

い
や
し
く
も
郷
土
に
あ
っ
て
郷
土
を
愛
す
る
も
の
に
と
っ
て

は
、
ど
う
に
も
ガ
マ
ン
の
で
き
ぬ
し
ろ
も
の
で
あ
る
」
と
、

投
書
を
寄
せ
る
県
民
も
い
た

）
65
（

。

　

こ
の
人
物
の
不
満
は
、
丘
灯
至
夫
が
書
い
た
「
お
城
と
ろ

う
か
百
万
石
の
男
度
胸
の
エ
ー
鏡
山
」
に
は
じ
ま
る
「
百
万

石
音
頭
」
と
、「
筬
（
オ
サ
）
の
苗
か
ら
朝
陽
が
の
ぼ
る
」

に
は
じ
ま
る
「
金
沢
小
唄
」
の
歌
詞
の
内
容
で
あ
っ
た
。「
歌

詞
の
低
調
な
る
こ
と
ま
こ
と
に
お
恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
の
も

の
だ
と
い
く
ら
か
歌
や
詩
に
心
の
あ
る
も
の
は
み
ん
な
い
っ

て
い
る
」
と
酷
評
す
る
。
し
か
し
、
古
関
の
作
曲
に
つ
い
て

は
「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
作
曲
は
非
常
に
よ
い
と
い
う
。

作
詞
が
ま
ず
い
う
え
に
曲
ま
で
つ
ま
ら
ぬ
と
あ
っ
て
は
や
り

き
れ
ま
い
」
と
、
対
照
的
な
評
価
を
し
て
い
る

）
66
（

。

　

こ
う
し
た
批
判
は
あ
る
も
の
の
、
石
川
県
内
の
大
手
組
織

の
協
賛
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
普
及
に
努
め
た
た
め
、
昭
和
二

十
九
年
七
月
か
ら
八
月
の
盆
踊
り
で
踊
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

象
徴
的
な
の
が
、
八
月
五
日
の
夜
七
時
か
ら
兼
六
園
広
場
で

行
わ
れ
た
「
北
国
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
」
で
あ
る
。
石
川
県

社
会
保
険
協
会
、
北
陸
放
送
、
北
国
新
聞
社
の
主
催
で
開
か

れ
、
八
月
一
日
の
『
北
国
新
聞
』
で
は
「
金
沢
小
唄
」
の
振

り
付
け
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

）
67
（

。「
百
万
石
音
頭
」
は
、
昭
和

四
十
年
代
に
Ｅ
Ｐ
盤
で
復
刻
さ
れ
、
金
沢
蓄
音
器
館
で
は
Ｃ

Ｄ
が
賑
売
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
「
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
」

の
定
番
曲
で
あ
る

）
68
（

。
一
方
、
Ｓ
Ｐ
盤
だ
け
で
そ
の
後
復
刻
さ

れ
な
か
っ
た
「
金
沢
小
唄
」
の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
「
長
崎
音
頭
」
と
「
長
崎
小
唄
」
は
、
昭
和
二
十
九
年
八

月
二
十
四
日
に
長
崎
松
竹
国
際
で
「
コ
ロ
ム
ビ
ア
歌
謡
祭
」

が
開
か
れ
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
と
鳴
海
日
出
夫
が
出
演

し
て
発
表
さ
れ
た

）
69
（

。
実
際
の
レ
コ
ー
ド
は
、
昭
和
二
十
四
年

に
ヒ
ッ
ト
し
た
「
青
い
山
脈
」（
作
詞
：
西
條
八
十
、
作
曲
：

服
部
良
一
）
の
コ
ン
ビ
で
あ
る
藤
山
一
郎
と
奈
良
光
枝
が
録
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音
し
た
。
発
売
当
時
の
『
長
崎
新
聞
』
で
は
「
歌
詞
は
長
崎

県
出
身
の
藤
浦
洸
氏
が
作
つ
た
も
の
だ
け
に
郷
土
的
情
感
に

あ
ふ
れ
た
も
の
で
早
く
も
流
行
の
き
ざ
し
を
見
せ
て
い
る
」

と
紹
介
し
て
い
る

）
70
（

。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
藤
浦
が
長
崎
県
出
身
の

た
め
作
詞
を
指
名
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
山
は
古
関
作
曲

の
「
長
崎
の
鐘
」「
長
崎
の
雨
」「
長
崎
の
花
」
を
歌
っ
て
い

た
。「
長
崎
の
鐘
」
と
「
長
崎
の
雨
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
た
め
、

古
関
と
藤
山
の
コ
ン
ビ
に
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

　

昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
札
幌

市
で
第
九
回
国
民
体
育
大
会
が
開
か
れ
た
。
大
会
に
は
昭
和

天
皇
と
香
淳
皇
后
の
臨
席
が
予
定
さ
れ
た
。
狸
小
路
商
店
街

で
は
、
こ
の
機
会
に
「
第
一
回
狸
祭
り
」
を
開
催
し
、
全
国

に
商
店
街
を
宣
伝
し
よ
う
と
し
た

）
71
（

。
そ
こ
で
企
画
さ
れ
た
宣

伝
歌
が
「
狸
小
路
ば
や
し
」（
作
詞
：
ほ
し
や
ま
・
さ
く
ら
、

補
作
：
丘
十
四
夫
、
歌
：
永
田
と
よ
こ
、
山
中
ひ
ろ
し
）
と

「
狸
小
路
の
歌
」（
作
詞
：
濱
真
弓
、
補
作
：
丘
十
四
夫
、
歌
：

山
路
え
り
子
）
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
九
月
発
行
の
『
さ
っ
ぽ
ろ

狸
小
路
』
で
は
、「
毎
日
お
昼
近
く
に
な
る
と
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
の

ラ
ジ
オ
放
送
で
「
ハ
ア
ー　

わ
た
し
や　

さ
つ
ぽ
ろ
ネ　

狸

小
路
の
…
」
と
軽
や
か
な
メ
ロ
デ
ー
が
流
れ
出
し
て
、
道
民

に
は
馴
染
深
い
も
の
に
な
つ
て
い
る
の
が
「
狸
小
路
は
や

し
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
九
年
夏
に
開
か
れ
た

第
一
回
の
「
狸
ま
つ
り
」
に
際
し
作
ら
れ
た
も
の
で
、
今
で

は
幼
な
い
子
供
で
も
口
に
し
て
い
る
」
と
い
う

）
72
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
八
月
に
「
狸
小

路
の
唄
」（
作
詞
：
野
坂
昭
如
、
作
曲
：
い
ず
み
た
く
、
歌
：

朝
丘
雪
路
、
ボ
ニ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
）
が
で
き
る
と
、
こ
れ

が
Ｈ
Ｂ
Ｃ
放
送
の
昼
の
放
送
で
流
れ
る
よ
う
に
な
る

）
73
（

。
こ
の

新
し
い
歌
に
よ
り
、
古
関
の
「
狸
小
路
ば
や
し
」
と
「
狸
小

路
の
歌
」
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
次
第
に

札
幌
市
民
の
記
憶
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
章
で

述
べ
る
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
戦
前
か
ら
新
民

謡
を
作
っ
て
き
た
古
関
か
ら
、
当
時
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
き

た
次
世
代
の
作
曲
家
の
作
品
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

四　

高
度
経
済
成
長
期
の
新
民
謡

　

朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
景
気
を
経
て
、
昭
和
二
十
九
年
十

一
月
か
ら
神
武
景
気
が
は
じ
ま
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
（
一

九
五
六
）
の
『
経
済
白
書
』
に
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

と
書
か
れ
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
時
期
は
古
関
に
と
っ
て
歌
謡
曲
か
ら
舞
台
音
楽
へ

と
作
曲
の
転
換
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
東
宝
の
重

役
に
迎
え
ら
れ
た
盟
友
の
脚
本
家
菊
田
一
夫
が
古
関
に
舞
台

劇
の
音
楽
担
当
を
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
。
古
関
に
よ
れ

ば
、
軽
井
沢
を
訪
れ
て
い
た
と
き
、
菊
田
か
ら
依
頼
さ
れ
た

と
い
う

）
74
（

。
軽
井
沢
に
は
西
條
八
十
の
別
荘
が
あ
り
、
そ
こ
に

古
関
は
家
族
を
連
れ
て
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る

）
75
（

。
古
関

は
軽
井
沢
に
別
荘
は
持
た
ず
、
多
く
の
文
豪
な
ど
文
化
人
が

宿
泊
し
た
こ
と
で
も
有
名
な
「
つ
る
や
旅
館
」
を
定
宿
に
し

て
い
た
。「
つ
る
や
旅
館
」
の
裏
に
は
、
菊
田
の
別
荘
が
あ
っ
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た
。

　

古
関
と
菊
田
に
と
っ
て
軽
井
沢
は
思
い
出
の
深
い
場
所
で

あ
っ
た
が
、
そ
こ
の
新
民
謡
を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
新

軽
井
沢
音
頭
」
は
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
の
定
例
町
会
で
、

軽
井
沢
開
発
七
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
制
作
が
企
画
さ
れ

た
。
軽
井
沢
町
長
佐
藤
不
二
男
は
、
面
識
の
あ
る
菊
田
に
作

詞
を
依
頼
し
た
。
古
関
の
作
曲
は
、
菊
田
を
通
し
て
依
頼
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
菊
田
と
の
仲
介
者
が
町
長
に
宛
て
た

手
紙
で
は
、「
菊
田
に
は
七
月
一
〇
日
〆
切
と
お
願
い
し
て

あ
っ
た
が
一
五
日
ま
で
で
き
て
い
な
い
が
一
両
日
中
に
は
な

ん
と
か
な
り
そ
う
だ
。
古
関
先
生
は
原
稿
が
入
手
す
れ
ば
直

ち
に
作
曲
す
べ
く
用
意
し
て
い
る
と
の
返
事
を
も
ら
っ
て
い

る
」
と
あ
る

）
76
（

。

　

そ
の
後
、
七
月
十
九
日
に
歌
詞
が
仕
上
が
り
、
そ
れ
か
ら

古
関
が
作
曲
に
取
り
か
っ
た
。
七
月
二
十
五
日
に
永
田
と
よ

こ
と
山
中
ひ
ろ
し
が
録
音
し
て
い
る
。「
新
軽
井
沢
音
頭
」

は
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
二
十
日
の
軽
井
沢
開
発
七
〇
周
年

記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
た

）
77
（

。
八
月
の
記
念
式
典
で
の
発
表
に

合
わ
せ
る
た
め
、
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
翌
年
の
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
古
関
は
島

根
県
大
田
市
の
「
大
田
小
唄
」
を
作
曲
し
て
い
る
。
同
市
は

昭
和
二
十
九
年
に
安
濃
郡
大
田
町
な
ど
複
数
の
郡
町
村
が
合

併
さ
れ
て
誕
生
し
た
。
こ
れ
を
機
に
「
大
田
小
唄
」
の
歌
詞

と
作
曲
の
募
集
が
行
わ
れ
た
。
歌
詞
は
五
一
編
の
作
品
か
ら

安
部
美
枝
子
、
作
曲
は
七
編
の
作
品
か
ら
畑
中
忠
雄
の
も
の

が
選
ば
れ
た

）
78
（

。
し
か
し
、
昭
和
三
十
二
年
の
レ
コ
ー
ド
化
で

は
使
わ
れ
ず
、
新
た
に
古
関
が
作
曲
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
時
の
大
田
市
長
は
「
少
し
歌
い
に
く
い
点
が
あ
る
の
で
こ

れ
を
添
削
」
と
述
べ
て
い
る
た
め

）
79
（

、
歌
い
易
い
も
の
へ
作
り

替
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
観
光
協
会
で
は
島
倉
千
代
子
の
歌

唱
を
希
望
し
た
が
、
実
際
に
は
岡
本
敦
郎
と
奈
良
光
枝
が
録

音
し
て
い
る
。

　

歌
謡
界
の
流
れ
は
早
く
、
昭
和
二
十
年
代
の
岡
本
や
奈
良

よ
り
も
、
同
三
十
年
代
に
ヒ
ッ
ト
曲
を
飛
ば
し
て
い
た
島
倉

や
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
の
方
が
人
気
を
得
る
よ
う
に
な
っ

た
。
各
地
の
新
民
謡
の
依
頼
主
た
ち
は
、
前
者
二
名
よ
り
も

後
者
二
名
を
望
む
。
そ
の
こ
と
は
群
馬
県
沼
田
市
で
は
っ
き

り
す
る
。
群
馬
県
沼
田
で
は
「
皆
に
親
し
ま
れ
る
ふ
る
さ
と

の
民
謡
的
な
歌
も
踊
り
も
無
か
っ
た
」、「
皆
が
よ
れ
ば
丸
沼

音
頭
や
水
上
小
唄
だ
の
、
よ
そ
の
歌
な
り
踊
り
を
す
る
し
か

な
か
っ
た
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
商
工
婦
人
部
は
「
是

非
何
か
ふ
る
さ
と
の
歌
が
欲
し
い
」
と
、
沼
田
市
役
所
に
陳

情
し
た

）
80
（

。
こ
の
陳
情
を
受
け
て
、
有
名
な
作
詞
家
と
作
曲
家

に
依
頼
し
て
沼
田
の
新
民
謡
を
作
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
昭

和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
十
月
に
は
「
誰
に
も
唄
え
る
沼

田
の
歌
を
つ
く
る
委
員
会
」
が
発
足
し
、
二
六
人
の
委
員
が

委
嘱
さ
れ
、
会
長
に
は
沼
田
市
長
高
橋
幸
雄
が
就
任
し
た

）
81
（

。

　

委
員
会
で
は
「
沼
田
の
歌
」
の
作
詞
を
西
條
八
十
、
作
曲

を
上
原
げ
ん
と
、「
沼
田
音
頭
」
の
作
詞
を
西
沢
爽
、
作
曲

を
米
山
正
夫
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。「
小
唄
調
」
の
「
沼

田
音
頭
」
と
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
さ
れ
る
「
沼
田
の
歌
」
は
、「
今
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年
の
産
業
祭
か
ら
呼
び
物
に
し
よ
う
と
い
う
天
狗
パ
レ
ー
ド

を
主
題
と
し
た
音
頭
調
」
が
企
画
さ
れ
た

）
82
（

。
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
八
月
十
三
日
に
西
條
は
沼
田
市
を
見
物
し
、

十
四
日
に
は
委
員
会
に
も
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
席
で
西
條

は
「
歌
を
つ
く
る
こ
と
は
、
土
地
を
宣
伝
す
る
こ
と
ば
か
り

で
な
く
そ
の
時
代
の
文
化
財
を
残
す
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の

土
地
を
宣
伝
す
る
た
め
に
固
有
名
詞
を
た
く
さ
ん
入
れ
た
歌

は
流
行
し
な
い
し
、
ま
た
い
い
歌
が
出
来
な
い
。
し
た
が
っ

て
土
地
の
名
称
を
半
分
、
人
情
を
半
分
盛
り
込
ん
だ
、
色
気

の
あ
る
歌
は
、
い
つ
ま
で
も
人
々
に
愛
誦
さ
れ
て
い
る
。
芽

生
え
た
歌
は
大
切
に
育
て
る
と
い
う
気
持
が
欲
し
い
」
と
述

べ
て
い
る

）
83
（

。

　

西
條
は
沼
田
見
物
で
「
天
狗
ま
つ
り
」
に
興
味
を
持
ち
、

九
月
に
「
沼
田
天
狗
お
ど
り
」
と
題
す
る
「
沼
田
の
歌
」
を

作
詞
し
た
。
委
員
会
で
は
作
曲
を
上
原
げ
ん
と
を
希
望
し
て

い
た
が
、
西
條
の
意
向
で
古
関
に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ

た
）
84
（

。
西
條
は
上
原
と
歌
謡
曲
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
出
し
て
い
た

が
、「
沼
田
天
狗
お
ど
り
」
に
は
古
関
が
ふ
さ
わ
し
い
と
直

感
し
た
の
だ
ろ
う
。
昭
和
三
十
年
代
に
西
條
と
古
関
は
、
校

歌
や
社
歌
を
数
多
く
作
っ
て
い
た
。
一
般
発
売
の
歌
謡
曲
と

は
違
っ
て
、
学
校
や
会
社
な
ど
依
頼
主
の
い
る
委
託
盤
は
古

関
と
組
む
と
よ
い
も
の
が
で
き
る
と
感
じ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。「
沼
田
天
狗
お
ど
り
」
は
村
田
英
雄
と
コ
ロ
ム
ビ

ア
・
ロ
ー
ズ
、「
沼
田
音
頭
」
は
島
倉
千
代
子
が
レ
コ
ー
ド

に
録
音
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
に
沼
田
中

学
校
体
育
館
で
発
表
会
が
開
か
れ
、
レ
コ
ー
ド
は
市
商
工
課

で
一
枚
三
〇
〇
円
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た

）
85
（

。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
は
会
社
が
急
成
長
し
、
団
体
旅
行
を

実
施
す
る
企
業
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
温
泉
旅
館
や
ホ
テ
ル

は
、
そ
う
し
た
対
象
と
な
っ
た
。
温
泉
は
観
光
誘
致
の
目
玉

で
あ
り
、
そ
れ
に
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
複
合
さ
せ
た
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
が
登
場
し
た
。
そ
の
一
つ
が
昭
和
三
十
三
年
十
月
一

日
に
宇
都
宮
市
大
谷
の
観
光
施
設
と
し
て
開
館
し
た
宇
都
宮

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。「
宇
都
宮
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
音

頭
」（
歌
：
五
月
み
ど
り
、
加
藤
雅
夫
）
は
、
こ
の
開
館
一

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
作
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
四
年
七
月

に
歌
詞
を
募
集
し
、
作
詞
家
田
沢
武
男
の
も
の
が
選
ば
れ

た
。
十
月
七
日
表
彰
お
よ
び
発
表
会
が
行
わ
れ
、
発
表
会
で

は
飯
塚
楽
団
の
演
奏
で
ビ
ク
タ
ー
の
森
田
茂
子
が
歌
唱
し
て

い
る

）
86
（

。

　

こ
の
音
頭
と
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
な
っ
た
の
が
、
島
倉
千
代

子
が
録
音
し
た
「
大
谷
小
唄
」
で
あ
る
。
歌
詞
は
募
集
作
品

の
中
か
ら
堀
江
紅
村
の
も
の
が
選
ば
れ
た
。
宇
都
宮
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
あ
る
平
和
観
音
像
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
の
戦
没
者
の
霊
を
弔
い
、
世
界
平
和
を
祈
念
し
、
高

さ
八
丈
八
尺
八
寸
（
約
二
七
ｍ
）
の
大
谷
石
を
彫
刻
し
た
も

の
で
あ
る
。「
大
谷
小
唄
」
は
、
こ
れ
ら
観
光
と
名
産
を
歌
っ

て
い
る

）
87
（

。
昭
和
時
代
に
人
気
で
あ
っ
た
温
泉
施
設
も
、
平
成

時
代
に
バ
ブ
ル
経
済
が
終
わ
る
頃
か
ら
衰
退
し
て
い
っ
た
。

宇
都
宮
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
も
集
客
で
き
な
く
な
り
閉
館
に
追

い
込
ま
れ
た
。「
宇
都
宮
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
音
頭
」
と
「
大

谷
小
唄
」
は
、
同
施
設
の
衰
弱
と
と
も
に
消
え
て
い
っ
た
。
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新
潟
県
の
越
路
町
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
町
が
誕
生
し

て
か
ら
五
周
年
記
念
と
し
て
、
町
民
が
一
つ
に
な
っ
て
歌
っ

て
踊
れ
る
歌
を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
朝
日
酒
造

社
長
の
平
沢
達
夫
は
、
戦
争
中
に
知
り
合
っ
た
古
関
に
作
曲

を
依
頼
し
た

）
88
（

。
そ
し
て
生
ま
れ
た
の
が
青
木
光
一
と
島
倉
千

代
子
「
越
路
小
唄
」（
作
詞
：
片
桐
顕
智
）
で
あ
る
。
同
時

に
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
で
作
ら
れ
た
「
越
路
盆
唄
」（
作
詞
：

藤
田
ま
さ
と
、
作
曲
：
春
川
一
夫
）
は
、
地
元
出
身
で
の
ち

に
名
誉
町
民
と
な
っ
た
三
波
春
夫
が
歌
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
「
越
路
盆
唄
」
の
方
が
支
持
さ
れ
、「
越
後
小
唄
」
は
忘

れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
翌
年
に
古
関
が
作
曲
し
た
愛
媛
県
新
居
浜
市
の
「
新

居
浜
音
頭
」（
作
詞
：
黒
光
千
恵
子
、
歌
：
コ
ロ
ム
ビ
ア
・

ロ
ー
ズ
）
も
人
々
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
音
頭
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
新
居
浜
市
は
昭
和
二
十
二
年
に
市
制
一
〇
周
年
記

念
と
し
て
「
新
居
浜
音
頭
」、
同
三
十
二
年
に
同
二
〇
周
年

記
念
と
し
て
「
新
新
居
浜
音
頭
」
を
作
っ
て
い
た
。
こ
の
「
新

新
居
浜
音
頭
」
の
歌
詞
に
新
た
な
曲
を
つ
け
た
の
が
古
関
の

「
新
居
浜
音
頭
」
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、「「
新
新
新
居

浜
音
頭
」
に
あ
た
る
。
新
居
浜
市
、
新
居
浜
商
工
会
議
所
、

新
居
浜
観
光
協
会
が
企
画
し
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
九
日
の

「
滝
の
宮
公
園
ま
つ
り
」
で
発
表
さ
れ
た

）
89
（

。

　

宇
都
宮
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
が
光
輝
い
て
い
た
頃
、
消
え
て

い
っ
た
行
政
区
画
が
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
六
年
六
月
に
清
水

市
に
編
入
さ
れ
た
静
岡
県
興
津
町
で
あ
る
。
同
年
に
作
ら
れ

た
「
興
津
の
四
季
」
の
作
詞
者
松
永
香
苗
は
、
行
政
区
画
と

し
て
消
え
て
し
ま
う
郷
土
を
歌
に
し
て
残
そ
う
と
考
え
た
。

自
主
制
作
の
委
託
盤
で
、
当
時
人
気
の
島
倉
千
代
子
を
起
用

し
、
古
関
に
作
曲
を
依
頼
し
た
。
地
域
住
民
に
配
布
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
行
政
区
画
が
消
滅
し
て
し
ま
う
と
使
わ
れ

る
可
能
性
は
低
い
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
は
清
水

市
も
静
岡
市
に
合
併
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
地
域
住
民
で

も
知
る
人
ぞ
知
る
幻
の
新
民
謡
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
宇
都
宮
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
音
頭
」
は
戦
前
か
ら
の
一
分

間
に
七
八
回
転
の
Ｓ
Ｐ
盤
で
制
作
さ
れ
た
が
、「
興
津
の
四

季
」
は
一
分
間
に
四
五
回
転
の
Ｅ
Ｐ
盤
で
制
作
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
三
十
六
年
に
シ
ュ
ラ
ッ
ク
を
原
料
と
す
る
Ｓ
Ｐ
盤

の
製
造
は
終
了
し
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
Ｅ
Ｐ
盤
へ
と
引
き

継
が
れ
た
。
さ
ら
に
安
価
で
製
造
で
き
る
薄
手
の
シ
ー
ト
盤

も
登
場
し
た
。
家
電
の
三
種
の
神
器
も
神
武
景
気
の
白
黒
テ

レ
ビ
、洗
濯
機
、冷
蔵
庫
か
ら
、い
ざ
な
ぎ
景
気
に
よ
る
新
・

三
種
の
神
器
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー
、
自
動
車
へ
と

移
行
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
た
。
全
国
的
な
好
景
気
と
従
来

よ
り
も
安
価
に
レ
コ
ー
ド
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

重
な
り
、
こ
の
時
期
以
降
に
全
国
各
地
の
新
民
謡
は
急
増
し

て
い
く
。

　

し
か
し
、
そ
の
動
き
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
古
関
の
新
民

謡
数
は
激
減
す
る
。
そ
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
二
つ
の
音
頭

を
作
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
の
「
池
上

音
頭
」
と
、
同
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
の
「
音
更
音
頭
」

で
あ
る
。「
池
上
音
頭
」
は
古
関
と
池
上
本
門
寺
と
の
意
外

な
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
。
古
関
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
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九
六
八
）
に
池
上
本
門
寺
朗
子
少
年
少
女
合
唱
団
の
結
成
に

あ
た
り
、そ
の
指
導
者
と
し
て
顧
問
を
務
め
た
。古
関
は
「
野

村
俊
夫
君
（
作
詞
家
）
が
本
門
寺
さ
ん
の
近
く
に
住
ん
で
い

ま
し
て
ね
。
昭
和
二
十
五
年
頃
よ
く
一
緒
に
仕
事
を
や
っ
た

も
の
で
し
た
。
そ
の
頃
お
会
式
の
準
備
に
ぶ
つ
か
り
、
ぜ
ひ

万
燈
（
ま
ん
ど
う
）
で
賑
や
か
な
時
に
お
詣
り
し
た
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
の
都
合
で
ど
う
し
て
も
ぬ
け

ら
れ
ず
、
い
ま
も
っ
て
機
会
が
あ
っ
た
ら
…
…
と
思
い
つ
づ

け
て
い
る
の
で
す
」
と
語
っ
て
い
る

）
90
（

。

　

池
上
本
門
寺
か
ら
顧
問
を
依
頼
さ
れ
た
古
関
は
「
讃
仏

歌
」
を
作
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
の
想
い
を
「
仏
教
と
少
年

合
唱
団
は
、
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
精
神
面
を
向
上
さ
せ
た
り
道
徳
心
を
涵
養
す
る
た
め

効
果
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
と
い
っ
て
も
古
い

形
や
、
固
い
も
の
を
歌
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
新
ら
し
い
形

の
讃
仏
歌
、
現
代
の
少
年
や
少
女
が
喜
こ
ん
で
歌
っ
て
く
れ

る
も
の
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
」、「
と
く
に
声
明
（
し
ょ
う

み
ょ
う
）
に
は
、
ロ
ー
マ
旧
教
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
歌
と
同
じ
要

素
が
生
き
て
ま
す
ね
。
イ
ン
ド
に
発
生
し
た
古
代
音
楽
が
、

東
と
西
に
別
れ
て
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
旋
律
は
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
る

）
91
（

。

　

こ
の
翌
年
に
は
池
上
本
門
寺
の
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
古
関
に
よ
る
「
池
上
音
頭
」
が
作
ら
れ
た
。
昭
和
四
十

四
年
七
月
八
日
に
村
田
英
雄
と
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
に

よ
っ
て
録
音
さ
れ
た
。
村
田
は
「
お
ぼ
え
や
す
く
っ
て
、
聞

け
ば
聞
く
ほ
ど
味
の
あ
る
、
古
関
先
生
な
ら
で
は
の
い
い
歌

で
す
ね
。
先
生
の
よ
さ
が
み
ん
な
で
て
ま
す
よ
。
歌
っ
て
も

踊
っ
て
も
、
広
場
で
も
、
お
座
敷
で
も
、
ど
こ
で
も
歌
え
る

歌
で
す
」
と
絶
賛
す
る
。
ロ
ー
ズ
も
「
日
蓮
宗
ら
し
く
い
せ

い
が
よ
く
っ
て
、
お
ぼ
え
や
す
く
っ
て
、
思
い
き
り
歌
え
ま

し
た
。
私
は
お
題
目
の
家
で
育
ち
ま
し
た
の
で
、
と
く
に
力

が
は
い
り
ま
し
た
」
と
好
感
触
で
あ
る

）
92
（

。「
池
上
音
頭
」
の

振
り
付
け
は
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
人
気
女
優
で
あ
っ

た
栗
島
す
み
子
が
行
っ
た
。
八
月
四
日
の
発
表
式
に
は
古
関

と
ロ
ー
ズ
が
参
加
し
て
い
る
。

　

同
年
末
に
は
、
池
上
本
門
寺
の
活
動
に
つ
い
て
、
本
門
寺

文
化
部
長
酒
井
謙
祐
が
司
会
と
な
り
、
評
論
家
高
木
健
夫
、

学
習
院
女
子
短
期
大
学
教
授
紀
野
一
義
、
池
上
ス
ポ
ー
ツ
普

及
ク
ラ
ブ
代
表
小
野
喬
、
古
関
の
四
人
で
座
談
会
が
開
か
れ

た
。
こ
の
席
で
古
関
は
聖
歌
隊
を
使
っ
た
抱
負
を
語
っ
て
い

る
。

「
折
角
本
門
寺
に
は
、
聖
歌
隊
も
あ
り
、
鼓
笛
隊
も
あ

る
ん
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
を
ド
ン
ド
ン
動
員
し

て
で
す
ね
ー
、
昼
間
は
小
野
さ
ん
が
指
導
さ
れ
て
お
ら

れ
る
池
上
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
の
体
育
祭
を
や
り
、
夜

は
聖
歌
隊
を
中
心
と
し
た
万
燈
行
列
で
も
あ
れ
ば
ー
、

お
会
式
と
い
う
も
の
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
人
達
で

も
、
当
然
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
え
」、

「
全
国
の
ご
寺
院
に
お
願
い
し
た
い
の
で
す
け
ど
、
本

門
寺
が
率
先
し
て
発
足
さ
せ
た
。
仏
教
音
楽
研
究
会
の

問
題
も
│
今
回
、
日
朗
菩
薩
の
ご
遠
忌
に
初
め
て
本
門
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寺
聖
歌
隊
が
参
加
す
る
訳
で
す
が
、
こ
れ
も
、
こ
れ
か

ら
の
音
楽
法
要
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
時
、
単
に
本
門

寺
自
身
の
問
題
で
は
な
く
、
広
く
仏
教
寺
院
全
体
の
問

題
と
し
て
取
り
上
げ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の

で
す

）
93
（

」。

　

古
関
は
宗
教
団
体
の
団
体
歌
を
複
数
作
曲
し
て
き
た
た

め
、
そ
う
し
た
仏
教
音
楽
の
世
界
を
意
識
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
作
ら
れ
た
「
池
上
音
頭
」
は

「
沼
田
天
狗
お
ど
り
」
に
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

仏
教
音
楽
と
音
頭
の
融
合
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
後
に
池
上

本
門
寺
の
文
化
活
動
と
古
関
の
接
点
が
い
つ
ま
で
続
い
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。「
池
上
音
頭
」
は
現
在
で
も
踊
り
続
け

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
翌
年
の
昭
和
四
十
五
年
に
北
海
道
音
更
町
で
は
、
開

基
七
〇
年
記
念
お
よ
び
行
政
施
行
五
〇
年
記
念
と
し
て
「
音

更
町
歌
」
と
「
音
更
音
頭
」
を
制
定
し
た
。
五
月
に
は
作
詞

作
曲
者
と
レ
コ
ー
ド
化
が
決
ま
っ
て
い
る

）
94
（

。
こ
こ
で
面
白
い

の
は
、「
音
更
町
歌
」（
作
詞
：
三
村
洋
、
歌
：
三
鷹
淳
）
は

映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
シ
リ
ー
ズ
の
音
楽
担
当
で
有
名
な
伊
福
部

昭
が
作
曲
し
、「
音
更
音
頭
」（
作
詞
：
佐
川
桂
司
、
歌
：
村

田
英
雄
、
島
倉
千
代
子
）
を
作
曲
し
た
古
関
は
映
画
「
モ
ス

ラ
」
の
音
楽
担
当
を
し
て
お
り
、
円
谷
プ
ロ
の
特
撮
映
画
の

音
楽
担
当
者
が
顔
を
揃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

伊
福
部
は
少
年
時
代
に
音
更
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
そ
の

縁
か
ら
作
曲
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
古
関
が
選
ば

れ
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
開
基
七
〇
年
記
念
事
業
運

営
委
員
会
で
は
、
七
月
に
レ
コ
ー
ド
が
完
成
す
る
と
音
更
町

の
各
学
校
に
配
布
す
る
ほ
か
、
二
〇
〇
円
で
販
売
も
行
っ

た
。
七
月
十
日
、
十
三
日
、
二
十
二
日
に
は
、「
音
更
音
頭
」

の
振
り
付
け
を
し
た
帯
広
在
住
の
舞
踊
家
藤
間
真
澄
に
よ
っ

て
踊
り
の
講
習
会
が
開
か
れ
た

）
95
（

。
そ
し
て
九
月
十
七
日
に
は

「
開
基
七
十
年
の
記
念
式
典
」
の
前
夜
祭
と
し
て
、
音
更
駅

前
で
「
音
更
音
頭
踊
り
大
会
」
が
行
わ
れ
た

）
96
（

。

　

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
は
「
音
更
音
頭
保
存
会
」

が
発
足
し
、
町
文
化
協
会
芸
能
発
表
会
や
町
内
各
地
の
盆
踊

り
で
「
音
更
音
頭
」
の
普
及
活
動
に
努
め
て
い
る
。「
音
更

お
ん
ど
一
万
人
の
夕
べ
」
は
会
場
と
な
っ
て
い
た
中
央
道
の

道
路
改
良
工
事
な
ど
を
契
機
に
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九

年
）
以
降
中
止
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
「
音
更
音
頭
」
は

保
存
会
の
活
動
に
よ
っ
て
生
き
続
け
て
い
る

）
97
（

。

　

こ
の
「
音
更
音
頭
」
を
境
と
し
て
、
古
関
は
新
民
謡
を
ほ

と
ん
ど
作
曲
し
な
く
な
る
。
昭
和
五
十
四
年
に
埼
玉
県
蕨
市

の
「
わ
ら
び
小
唄
」
が
東
芝
か
ら
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
昭
和
二
十
三
年
に
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
自

治
体
歌
を
除
く
新
曲
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
の

「
わ
ら
じ
音
頭
」（
作
詞
：
丘
灯
至
夫
）、
同
四
十
八
年
五
月

の
「
串
本
ぞ
め
き
」（
作
詞
：
西
沢
爽
、
歌
：
美
空
ひ
ば
り
）、

同
五
十
年
の
「
落
合
音
頭
」（
作
詞
：
石
井
楚
江
、
歌
：
三

沢
あ
け
み
）、
同
五
十
六
年
八
月
の
「
ふ
る
さ
と
盆
唄
」（
作

詞
：
丘
灯
至
夫
）、
同
五
十
八
年
の
「
赤
灯
台
の
歌
」（
同
上
）

く
ら
い
し
か
な
い
。「
わ
ら
じ
音
頭
」
と
「
ふ
る
さ
と
盆
唄
」

は
、
古
関
の
郷
里
で
あ
る
福
島
と
の
関
係
で
作
曲
し
た
も
の
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で
あ
る

）
98
（

。

　
「
赤
灯
台
の
歌
」
は
、
愛
媛
県
今
治
市
の
唐
小
浜
沖
に
あ

る
赤
灯
台
を
題
材
に
し
て
作
ら
れ
た
。
も
と
も
と
赤
灯
台
は

来
島
海
峡
西
水
道
入
り
口
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
に

役
割
を
終
え
た
。
今
治
地
方
観
光
協
会
長
の
赤
穂
義
夫
は
、

赤
灯
台
の
保
存
を
希
望
し
て
唐
子
沖
に
移
設
さ
せ
た
。
赤
灯

台
の
歴
史
と
保
存
を
望
む
赤
穂
は
、
丘
灯
至
夫
と
古
関
に

「
茶
の
間
で
気
軽
に
歌
え
る
歌
」
の
制
作
を
依
頼
し
た
。
古

関
と
丘
は
昭
和
五
十
五
年
五
月
に
現
地
を
視
察
し
て
い
る
。

古
関
が
「
灯
台
へ
行
き
た
い
」
と
希
望
し
た
た
め
、
漁
船
で

近
く
ま
で
向
か
っ
た
。
こ
の
歌
を
録
音
し
た
俳
優
の
矢
野
敬

は
今
治
出
身
で
、
赤
穂
が
孫
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
い
た
。

古
関
邸
で
丘
の
指
導
の
も
と
、
一
週
間
練
習
し
て
い
る
。
古

関
と
丘
は
、「
瀬
戸
内
海
の
ど
真
ん
中
で
育
っ
た
ん
だ
か
ら
、

風
景
を
心
に
思
い
描
い
て
歌
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
要
求
し

た
。「
赤
灯
台
の
歌
」
は
、
こ
う
し
て
仕
上
が
っ
た
が
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
地
元
民
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
）
99
（

。

　

昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
古
関
の
新
民
謡
が
激
減
す
る
の

は
、
彼
に
代
わ
る
新
し
い
作
曲
家
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
が

大
き
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
埼
玉
県
を
事
例
に
検
討
す
る
。

浦
和
市
は
昭
和
五
十
一
年
九
月
に
「
浦
和
お
ど
り
」（
作
詞
：

海
老
川
充
江
、
歌
：
都
は
る
み
）、
熊
谷
市
は
同
五
十
二
年

十
月
に
「
く
ま
が
や
ま
つ
り
音
頭
」（
作
詞
：
馬
場
泰
子
、

補
作
：
丘
灯
至
夫
、
歌
：
都
は
る
み
）、
志
木
市
は
同
五
十

三
年
一
月
に
「
志
木
お
ど
り
」（
作
詞
：
石
本
美
由
起
、
歌
：

島
倉
千
代
子
）、
戸
田
市
は
昭
和
五
十
六
年
六
月
に
「
戸
田

音
頭
」（
作
詞
：
石
田
政
男
、
補
作
：
森
菊
蔵
、
歌
：
都
は

る
み
、
井
沢
八
郎
）
を
制
作
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
作
曲

は
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
市
川
昭
介
で
あ
る
。
市
川
は
古
関
と
同
じ

福
島
県
出
身
で
、
昭
和
三
十
六
年
に
職
業
作
曲
家
と
な
っ

た
。
ち
な
み
に
昭
和
五
十
四
年
に
市
制
二
十
周
年
を
記
念
し

て
東
芝
で
作
ら
れ
た
「
わ
ら
び
音
頭
」（
作
詞
：
中
村
泰
三
、

歌
：
由
紀
さ
お
り
）
も
市
川
の
作
曲
で
あ
り
、
そ
の
裏
面
に

既
存
の
「
わ
ら
び
小
唄
」
を
レ
コ
ー
ド
化
し
た
と
い
え
る
。

新
た
な
音
頭
は
古
関
で
は
な
く
、市
川
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
三
年
の
「
わ
ら
び
小
唄
」
は
、
同
年
四
月
に
高

橋
庄
次
郎
が
町
長
に
就
任
す
る
と
、
町
民
の
愛
唱
歌
を
企
画

し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。
歌
詞
は
一
般
公
募
で
第
一
蕨
小

学
校
（
現
・
蕨
市
立
北
小
学
校
）
長
の
栗
原
勇
蔵
の
作
品
が

選
ば
れ
た
。
栗
原
が
懇
意
に
し
て
い
た
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
文
芸

部
長
を
介
し
て
古
関
が
作
曲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
作
曲
が

で
き
る
と
、
古
関
は
蕨
の
小
学
校
で
伴
奏
し
、
婦
人
会
の
女

性
た
ち
に
歌
唱
指
導
を
行
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
十
月
に
整

理
工
場
跡
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
か
れ
た
発
表
会
で
は
、
安

西
愛
子
が
歌
っ
て
い
る
。
そ
し
て
文
芸
部
長
か
ら
「
歌
が
気

に
い
っ
た
ら
、
五
万
円
を
用
意
し
ろ
、
そ
し
た
ら
作
曲
者
の

伴
奏
で
、
同
社
専
属
の
霧
島
昇
さ
ん
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歌
の
お

ば
さ
ん
の
安
西
愛
子
さ
ん
の
両
人
に
吹
っ
込
み
を
さ
せ
、
レ

コ
ー
ド
は
五
百
枚
よ
こ
す
」
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
予
算

は
用
意
で
き
な
か
っ
た
。
三
〇
年
を
経
て
レ
コ
ー
ド
化
が
実

現
し
た
が
、「
わ
ら
び
小
唄
」
は
「
わ
ら
び
音
頭
」
の
影
に
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隠
れ
る
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

昭
和
四
十
年
代
を
迎
え
て
も
古
関
の
社
歌
の
作
曲
数
が
減

ら
な
か
っ
た
の
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
芸
術
性
に
よ
る
力
強
さ

と
、
歌
謡
曲
の
大
衆
性
に
よ
る
親
し
み
易
さ
と
が
融
合
し
、

歌
謡
曲
だ
け
を
専
門
に
作
る
作
曲
家
と
の
違
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
民
謡
は
、
歌
謡
曲
だ
け
を
専
門
に

作
る
作
曲
家
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
四
十
年
代
に

歌
謡
曲
か
ら
「
演
歌
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
分
け
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
懐
メ
ロ
的
な
歌
謡
曲
の
作
曲
家
で
は
な

く
、「
演
歌
歌
手
」
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出
す
作
曲
家
に
、

新
し
い
感
覚
で
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

古
関
裕
而
の
新
民
謡
を
検
討
す
る
と
、
昭
和
十
年
代
前
後

ま
で
の
作
品
は
、
彼
が
ヒ
ッ
ト
曲
に
恵
ま
れ
ず
苦
悩
し
て
い

た
頃
に
会
社
か
ら
回
っ
て
き
た
も
の
が
多
い
。
昭
和
初
年
の

金
融
経
済
恐
慌
や
昭
和
恐
慌
に
よ
る
慢
性
的
な
経
済
不
況

は
、
昭
和
九
年
頃
か
ら
景
気
回
復
へ
と
向
か
っ
た
。
前
年
の

「
東
京
音
頭
」
が
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
と
も
重
な
り
、

全
国
各
地
の
新
聞
社
や
観
光
協
会
な
ど
の
団
体
が
地
域
振
興

や
観
光
招
致
を
目
的
と
し
た
新
民
謡
の
制
作
を
企
画
し
た
。

博
覧
会
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
新
民
謡
ブ
ー
ム
に

乗
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
音
頭
や
行
進
曲
は
、
地
域
振
興
の
振

興
曲
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

新
民
謡
は
地
元
で
し
か
売
れ
な
い
た
め
、
ヒ
ッ
ト
す
る
可

能
性
が
低
か
っ
た
。
し
か
し
、
古
関
は
楽
曲
を
使
い
回
す
よ

う
な
こ
と
は
せ
ず
、
真
面
目
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
佳
曲
を
量
産

し
た
。
こ
の
動
き
は
昭
和
十
二
年
に
開
戦
し
た
日
中
戦
争
に

よ
り
中
断
す
る
が
、
同
二
十
年
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が

終
結
す
る
と
再
始
動
し
た
。
戦
後
復
興
と
地
域
振
興
と
が
重

な
り
、
全
国
各
地
で
新
民
謡
を
求
め
た
。
古
関
は
戦
中
に
戦

時
歌
謡
、
戦
後
に
歌
謡
曲
の
ヒ
ッ
ト
を
連
発
し
、
人
気
作
曲

家
と
し
て
知
名
度
を
上
げ
て
い
た
。
戦
前
の
古
関
と
は
異
な

り
、
戦
後
は
人
気
作
曲
家
の
作
品
と
し
て
の
評
価
が
つ
け
ら

れ
た
。
昭
和
二
十
年
代
に
古
関
の
新
民
謡
は
最
盛
期
を
迎
え

た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
注
目
す
る
と
、
地
域
振
興
や
観
光
誘
致

を
目
的
と
し
た
博
覧
会
の
開
催
や
、
そ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と

し
て
作
ら
れ
る
新
民
謡
は
、
戦
後
に
始
ま
る
新
し
い
文
化
で

は
な
く
、
戦
前
に
生
ま
れ
た
も
の
の
連
続
性
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
の
高
度
経

済
成
長
期
に
新
民
謡
は
最
盛
期
を
迎
え
る
。
こ
の
頃
に
は
レ

コ
ー
ド
が
Ｓ
Ｐ
盤
か
ら
Ｅ
Ｐ
盤
へ
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
安
価

で
作
れ
る
シ
ー
ト
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
レ
コ
ー
ド
の

製
造
お
よ
び
価
格
が
下
が
っ
た
こ
と
が
全
国
の
新
民
謡
を
増

産
さ
せ
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
高
度
経
済
成
長

期
に
増
加
し
た
社
歌
と
軌
を
一
に
す
る
。
古
関
の
場
合
、
社

歌
は
こ
の
時
期
に
最
盛
期
を
迎
え
る
が
、
新
民
謡
の
作
曲
数

は
激
減
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
市
川
昭
介
の
よ
う

な
新
民
謡
の
新
た
な
担
い
手
が
登
場
し
、
古
関
が
作
り
出
す
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曲
は
懐
メ
ロ
扱
い
と
な
り
、
歌
謡
曲
の
ヒ
ッ
ト
傾
向
が
大
き

く
変
わ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

古
関
が
作
曲
し
た
新
民
謡
は
、
誕
生
か
ら
古
い
も
の
で
約

九
〇
年
、
新
し
い
も
の
で
も
約
五
〇
年
と
い
う
歳
月
が
経
過

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
現
役
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

は
限
ら
れ
る
。
残
り
続
け
る
曲
と
、
消
え
て
し
ま
っ
た
曲
と

の
境
界
線
に
は
、
三
つ
の
こ
と
が
言
え
る
。
一
つ
目
は
、
昭

和
三
十
五
年
以
前
に
Ｓ
Ｐ
盤
で
プ
レ
ス
さ
れ
た
曲
が
、
そ
れ

以
降
の
Ｅ
Ｐ
盤
で
再
び
復
刻
さ
れ
た
か
否
か
で
あ
る
。
盆
踊

り
の
会
場
で
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
（
レ
コ
ー
ド
の
回
転
数
や
針

が
Ｓ
Ｐ
盤
に
対
応
し
な
い
）
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
Ｅ
Ｐ
盤
は

流
せ
て
も
、
Ｓ
Ｐ
盤
は
流
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の

物
理
的
な
問
題
が
、
そ
の
後
に
曲
が
忘
れ
ら
れ
て
い
く
大
き

な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
と
関
わ
る
二
つ
目
は
、
Ｓ
Ｐ
盤
か
ら
Ｅ
Ｐ
盤
へ
と

変
っ
た
と
き
に
、
古
関
作
曲
の
新
民
謡
を
復
刻
プ
レ
ス
す
る

の
で
は
な
く
、
別
の
作
曲
家
に
よ
る
新
し
い
新
民
謡
を
制
作

し
、
そ
の
曲
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
前
ま
で
の
古
関

作
曲
の
新
民
謡
が
使
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。「
観
光

蒲
郡
の
歌
」
は
「
蒲
郡
ふ
る
さ
と
音
頭
」
に
代
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
各
地
元
で
新
民
謡
を
継
続
し

て
残
し
て
い
こ
う
と
す
る
舞
踊
団
体
が
、
継
承
や
保
存
に
努

め
る
対
象
曲
と
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

「
刈
谷
音
頭
」
や
「
音
更
音
頭
」
な
ど
で
確
認
し
た
。

　

令
和
二
年
の
朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
で
古
関
に
注
目
が
集

ま
っ
た
た
め
、
各
地
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
新
民
謡
が
再
び
注

目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
筆
者
も
愛
知
県
豊
橋
市
の

「
夢
の
豊
橋
」
と
「
豊
橋
観
光
音
頭
」、
岐
阜
県
飛
騨
市
の
「
飛

騨
古
川
小
唄
」、
香
川
県
高
松
市
の
「
高
松
夜
曲
」
な
ど
を

発
掘
し
、
そ
の
内
容
が
地
元
紙
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
地
元
ニ
ュ
ー
ス

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
注
目
度
も
ド
ラ

マ
放
送
が
終
了
す
る
と
、
一
過
性
の
盛
り
上
が
り
で
終
わ

り
、
再
び
地
元
民
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
高
い
。
昭
和
時
代
以
前
に
誕
生
し
た
民
謡
に
比
べ
て
、
昭

和
時
代
に
レ
コ
ー
ド
産
業
が
生
み
出
し
た
新
民
謡
を
後
世
に

継
承
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
歴
史

課
題
の
難
し
さ
を
、
作
曲
家
古
関
裕
而
の
作
品
に
限
っ
て
見

て
も
、
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註（
1
） 

拙
著
『
古
関
裕
而
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
九
年
、『
古
関
裕
而
秘
曲

集
〜
新
民
謡
・
ご
当
地
ソ
ン
グ
編
〜
』
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
、
二
〇
二

一
年
。

（
2
） 

大
石
始
『
ニ
ッ
ポ
ン
大
音
頭
時
代
│
「
東
京
音
頭
」
か
ら
始
ま
る
流

行
音
楽
の
か
た
ち
│
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
3
） 

『
東
奥
日
報
』
一
九
三
二
年
七
月
二
十
四
日
、
朝
刊
。

（
4
） 

同
右
、
一
九
三
二
年
八
月
二
十
四
日
、
夕
刊
、
八
月
二
十
五
日
、
夕

刊
、
八
月
二
十
八
日
、
夕
刊
。

（
5
） 
『
山
形
新
聞
』
一
九
三
三
年
六
月
十
一
日
、
朝
刊
。

（
6
） 

前
掲
『
古
関
裕
而
』
参
照
。

（
7
） 

前
掲
『
山
形
新
聞
』
一
九
三
三
年
六
月
十
八
日
、
朝
刊
。

（
8
） 

同
右
、
一
九
三
三
年
六
月
二
十
五
日
、
朝
刊
。
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（
9
） 

拙
稿
「
東
京
音
頭
の
創
出
と
影
響
」（『
商
学
研
究
』
三
一
、
二
〇
一

五
年
三
月
）
参
照
。

（
10
） 

『
佐
賀
新
聞
』
一
九
三
四
年
七
月
二
十
日
、
七
月
二
十
四
日
、
八
月

二
日
朝
刊
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
11
） 
「
レ
ー
ベ
ル
コ
ピ
ー
」
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
所
蔵
。

（
12
） 

前
掲
「
東
京
音
頭
の
創
出
と
影
響
」
参
照
。

（
13
） 

『
関
門
日
日
新
聞
』
一
九
三
五
年
八
月
八
日
（
山
口
県
立
山
口
図
書

館
所
蔵
）。

（
14
） 

同
右
、
一
九
三
五
年
八
月
十
日
。

（
15
） 

同
右
、
一
九
三
五
年
八
月
十
九
日
。

（
16
） 

同
右
、
一
九
三
五
年
八
月
二
十
三
日
。

（
17
） 

同
右
、
一
九
三
五
年
八
月
二
十
八
日
。

（
18
） 

『
国
産
振
興
四
日
市
大
博
覧
会
協
賛
会
誌
』
国
産
振
興
四
日
市
大
博

覧
会
協
賛
会
、
一
九
三
七
年
、
一
九
一
頁
。

（
19
） 

北
野
保
『
よ
っ
か
い
ち
歴
史
浪
漫
紀
行
』
四
日
市
商
工
会
議
所
、
二

〇
一
一
年
、
一
二
八
〜
一
二
九
頁
。

（
20
） 

『
敦
賀
市
教
育
史　

人
物
編
他
』
敦
賀
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四

年
、
三
五
〜
三
六
頁
。

（
21
） 

『
中
日
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
六
月
五
日
。

（
22
） 

「
菅
平
シ
ー
ハ
イ
ル
の
歴
史
」
菅
平
高
原
観
光
協
会
作
成
。

（
23
） 

『
信
濃
毎
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
十
月
三
十
日
、
朝
刊
。

（
24
） 

工
藤
泰
子
「
戦
時
下
の
観
光
」（『
京
都
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

四
九
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）、『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
四
月
十

日
、
朝
刊
参
照
。

（
25
） 

『
中
国
新
聞
』
一
九
四
六
年
八
月
九
日
。

（
26
） 

同
右
、
二
〇
二
〇
年
一
月
三
日
、「
よ
み
が
え
る
幻
の
歌　

古
関
裕

而　

歌
謡
ひ
ろ
し
ま
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
、
二
〇
二
〇
年
十
月
三
十
日

放
送
）。

（
27
） 

長
崎
新
聞
社
編
『
長
崎
県
の
歌
謡
史
』
長
崎
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
、

二
五
九
〜
二
六
一
頁
参
照
。

（
28
） 

『
松
江
市
誌
』
松
江
市
、
一
九
八
九
年
、
二
九
一
〜
二
九
二
頁
。

（
29
） 

『
松
江
商
工
会
議
所
七
十
年
史
』
松
江
商
工
会
議
所
、
一
九
六
七
年
、

二
〇
〇
〜
二
〇
一
頁
。

（
30
） 

森
口
保
「
観
覧
・
貿
易
と
観
光
大
博
覧
会
」（『
島
根
観
光
学
会
誌
』

一
三
、
一
九
九
五
年
七
月
）
参
照
。

（
31
） 

中
路
秀
夫
「
松
江
の
歌
謡
曲
」（『
湖
都
松
江
』
一
六
、
二
〇
〇
八
年

九
月
）
参
照
。

（
32
）〜（
33
）　

島
根
県
庁
広
聴
広
報
課
提
供
資
料
。

（
34
） 

『
観
光
高
松
大
博
覧
会
誌
』
高
松
市
役
所
、
一
九
五
一
年
。

（
35
） 

同
右
、
一
一
二
頁
。

（
36
）〜（
37
）　
『
静
苑
』
静
岡
鉄
道
、
一
九
八
九
年
十
二
月
。

（
38
） 

『
西
宝
民
報
』
一
九
五
〇
年
六
月
四
日
（
蒲
郡
市
図
書
館
所
蔵
）。

（
39
） 

同
右
、
一
九
五
〇
年
七
月
二
日
、
七
月
十
六
日
。

（
40
） 

同
右
、
一
九
五
〇
年
七
月
三
十
日
。

（
41
） 

同
右
、
一
九
五
〇
年
八
月
六
日
。

（
42
） 

同
右
、
一
九
五
〇
年
九
月
三
日
。

（
43
） 

同
右
、
一
九
五
〇
年
九
月
十
七
日
、
十
月
一
日
。

（
44
） 

同
右
、
一
九
五
一
年
三
月
二
十
八
日
。

（
45
）〜（
46
）　
「
飛
騨
古
川
の
歌
募
集
歌
詞
成
績
発
表
」（
飛
騨
市
役
所
所

蔵
）。

（
47
） 
『B

U
N
-K

A

』
一
七
号
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、「
刈
谷
音
頭
・
刈

谷
小
唄
特
集
」（『
市
民
だ
よ
り
』
二
〇
二
〇
年
八
月
一
日
号
）。

（
48
） 

『
倉
敷
だ
よ
り
』
創
刊
号
、
一
九
五
一
年
六
月
（
倉
敷
市
総
務
課
歴

史
資
料
整
備
室
所
蔵
）。
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（
49
） 

同
右
、
三
号
、
一
九
五
一
年
十
一
月
。

（
50
） 

同
右
、
七
号
、
一
九
五
二
年
二
月
。

（
51
） 

豊
橋
市
図
書
館
提
供
資
料
。

（
52
） 
『
東
三
新
聞
』
一
九
五
二
年
七
月
八
日
（
豊
橋
市
図
書
館
所
蔵
）。

（
53
） 
同
右
、一
九
五
二
年
六
月
二
十
六
日
、七
月
十
日
、『
広
報
と
よ
は
し
』

七
七
号
、
一
九
五
二
年
七
月
（
豊
橋
市
図
書
館
所
蔵
）。

（
54
）〜（
55
）　
「
座
談
会
歌
謡
曲
の
世
界
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
五
一
年
六

月
号
）。

（
56
） 

曲
順
は
赤
坂
が
一
番
目
、
鈴
木
が
四
番
目
で
直
接
対
決
で
は
な
い

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
ス
テ
ラ
臨
時
増
刊
『
紅
白
五
〇
回
│
栄
光

と
感
動
の
全
記
録
│
』
財
団
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
二

〇
〇
〇
年
、
一
七
一
頁
）。

（
57
） 

『
葛
飾
区
政
ニ
ュ
ー
ス
』
四
八
号
、
一
九
五
一
年
二
月
（『
葛
飾
区
の

お
知
ら
せ　

縮
刷
版
』
葛
飾
区
広
報
室
、
一
九
七
一
年
）。

（
58
） 

同
右
、
五
〇
号
、
一
九
五
一
年
三
月
（
同
右
）。

（
59
） 

『
葛
飾
区
お
し
ら
せ
』
三
号
、
一
九
五
一
年
六
月
（
同
右
）。

（
60
） 

『
徳
島
新
聞
』
一
九
五
三
年
一
月
二
十
四
日
、四
月
十
五
日
、阿
北
版
、

『
池
田
新
聞
』
六
九
号
、
一
九
五
三
年
四
月
二
十
日
。

（
61
） 

戸
家
誠
「
古
関
裕
而
が
作
曲
し
た
「
阿
波
池
田
小
唄
」」（『
三
好
郷

土
史
研
究
会
誌
』
二
九
号
、
二
〇
二
一
年
五
月
）
参
照
。

（
62
） 

『
池
田
新
聞
』
七
七
号
、
一
九
五
三
年
七
月
十
日
、
同
上
、
八
〇
号
、

一
九
五
三
年
八
月
十
日
。

（
63
） 

同
右
、
八
〇
号
。

（
64
） 

『
旬
刊
ニ
ュ
ー
井
原
』
二
七
号
、
一
九
五
四
年
三
月
、
井
原
史
談
会

編
『
写
真
集
明
治
大
正
昭
和
井
原
・
後
月
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八

〇
年
、
一
四
六
頁
。

（
65
）〜（
66
）　
『
北
國
新
聞
』
一
九
五
四
年
六
月
十
四
日
、
夕
刊
（
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵
）。

（
67
） 

同
右
、
一
九
五
四
年
七
月
二
十
三
日
、
夕
刊
、
八
月
一
日
、
夕
刊
。

（
68
） 

同
右
、
二
〇
〇
六
年
六
月
七
日
、「
ふ
る
さ
と
唄
紀
行
・
一
四
「
百

万
石
音
頭
」」（『
北
國
文
華
』
八
四
号
、二
〇
二
〇
年
六
月
、九
〇
頁
）。

（
69
） 

『
長
崎
日
日
新
聞
』
一
九
五
四
年
八
月
二
十
三
日
〜
二
十
五
日
（
長

崎
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
70
） 

同
右
、
一
九
五
四
年
八
月
十
三
日
。

（
71
） 

『
札
幌
狸
小
路
発
展
史
』
札
幌
狸
小
路
商
店
街
振
興
組
合
、
一
九
六

七
年
、
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
。

（
72
） 

『
さ
っ
ぽ
ろ
狸
小
路
』
札
幌
狸
小
路
商
店
街
商
業
協
同
組
合
、
一
九

六
一
年
、
三
四
頁
。

（
73
） 

金
田
一
昌
三
『
狸
小
路
』
北
海
道
テ
レ
ビ
企
画
局
、
一
九
七
三
年
、

四
八
〜
四
九
頁
。

（
74
） 

古
関
裕
而
『
古
関
裕
而
│
鐘
よ
鳴
り
響
け
│
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
七
年
、
二
三
二
〜
二
三
三
頁
。

（
75
） 

「
大
衆
音
楽
を
世
に
広
め
た
偉
人
と
詩
人
」（『
武
田
鉄
矢
の
昭
和
は

輝
い
て
い
た
』
二
〇
一
七
年
十
一
月
十
日
放
送
）。

（
76
） 

大
久
保
保
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
古
関
裕
而
と
軽
井
沢
」（『
軽

井
沢
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
七
月
号
）
参
照
。

（
77
） 

『
軽
井
沢
百
年
の
歩
み
』
私
家
版
、
一
九
八
五
年
改
訂
版
、
八
九
頁
。

（
78
） 

『
大
田
市
報
』
第
二
号
、
一
九
五
四
年
七
月
五
日
（
大
田
市
役
所
所

蔵
）。

（
79
） 
『
石
見
タ
イ
ム
ズ
』
一
九
五
七
年
五
月
十
一
日
。

（
80
） 
『
お
ぎ
よ
ん
』
沼
田
青
年
会
議
所
、
一
九
七
六
年
、
八
八
〜
八
九
頁

（
沼
田
市
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
81
） 

『
週
刊
利
根
』
一
九
五
八
年
十
月
二
十
六
日
号
（
同
右
）。

（
82
） 

同
右
、
一
九
五
九
年
八
月
二
十
三
日
号
。
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（
83
） 

同
右
、
一
九
五
九
年
九
月
十
三
日
号
。

（
84
） 

同
右
、
一
九
五
九
年
九
月
二
十
七
日
号
。

（
85
） 

同
右
、
一
九
五
九
年
十
月
十
八
日
・
二
十
五
日
合
併
号
、
十
一
月
十

五
日
号
、『
沼
田
市
政
だ
よ
り
』
六
五
号
、
一
九
六
〇
年
一
月
（『
沼

田
市
政
だ
よ
り
縮
刷
版
』
群
馬
県
沼
田
市
役
所
、
一
九
七
七
年
、
二

〇
五
頁
〔
沼
田
市
立
図
書
館
所
蔵
〕）。

（
86
） 

『
下
野
新
聞
』
一
九
五
九
年
七
月
三
日
、九
月
二
十
二
日
、十
月
八
日
、

『
オ
ー
ル
栃
木
』
一
九
五
九
年
十
月
号
（
栃
木
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
87
） 

『
オ
ー
ル
栃
木
』
一
九
五
八
年
十
月
号
（
同
右
）。

（
88
） 

『
越
路
町
史
』
通
史
編
・
下
、
越
路
町
、
二
〇
〇
一
年
、
四
六
三
〜

四
六
四
頁
。

（
89
） 

『
愛
媛
新
聞
』
一
九
六
一
年
四
月
一
日
（
新
居
浜
市
立
図
書
館
所
蔵
）、

新
居
浜
市
立
図
書
館
の
杉
田
氏
・
横
井
氏
調
査
資
料
（
二
〇
二
一
年

四
月
作
成
）。

（
90
）〜（
91
）　
「
新
し
い
か
た
ち
の
讃
仏
歌
を
│
朗
子
少
年
少
女
合
唱
団
を

指
導
す
る
古
関
裕
而
氏
│
」（『
池
上
』
一
九
六
八
年
八
月
号
〔
池
上

本
門
寺
所
蔵
〕）。

（
92
） 

「
素
晴
し
い
歌
で
す
ネ
│
池
上
音
頭
を
吹
き
込
ん
だ
村
田
英
雄
さ
ん

│
」（
同
右
、
一
九
六
九
年
八
月
号
）。

（
93
） 

「
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
が
最
大
急
務
│
今
後
の
寺
院
活
動
│
」（
同

右
、
一
九
六
九
年
十
二
月
号
）。

（
94
） 

『
お
と
ふ
け
』
二
八
六
、
一
九
七
〇
年
五
月
二
十
二
日
（
音
更
町
図

書
館
所
蔵
）。

（
95
） 

同
右
、
二
九
一
、
一
九
七
〇
年
七
月
二
十
日
。

（
96
） 

同
右
、
二
九
五
、
一
九
七
〇
年
九
月
一
日
。

（
97
） 

『
十
勝
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
六
月
二
十
五
日
夕
刊
、
二
〇
一
八

年
六
月
二
十
二
日
、
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
五
日
（
音
更
町
図
書
館

所
蔵
）。

（
98
） 

拙
稿
「
作
曲
家
古
関
裕
而
と
福
島
と
の
関
係
性
」（『
総
合
文
化
研
究
』

二
八
巻
二
・
三
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
参
照
。

（
99
） 

『
愛
媛
新
聞
』
二
〇
二
三
年
三
月
五
日
。

（
100
） 

「
レ
ー
ベ
ル
コ
ピ
ー
」（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
株
式
会
社
所

蔵
）。

（
101
） 

『
広
報
わ
ら
び
』
二
八
九
、
一
九
七
九
年
八
月
（
蕨
市
立
図
書
館
所

蔵
）。
東
芝
専
属
の
由
紀
さ
お
り
が
歌
っ
て
い
る
た
め
、
蕨
市
は
由
紀

に
歌
唱
し
て
も
ら
う
こ
と
を
第
一
に
希
望
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古

関
と
市
川
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
で
あ
る
か
ら
、
蕨
市
は
コ
ロ
ム
ビ

ア
に
東
芝
か
ら
レ
コ
ー
ド
化
す
る
た
め
、
両
者
の
使
用
料
を
コ
ロ
ム

ビ
ア
に
支
払
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
所
属
を
二
つ
に
跨
る
か

た
ち
で
の
レ
コ
ー
ド
制
作
は
、
通
常
よ
り
も
高
額
な
費
用
が
か
か
る
。

（
102
） 

金
子
吉
衛
『
わ
が
ま
ち
蕨
の
戦
後
十
五
年
史
』
さ
き
た
ま
出
版
会
、

一
九
九
〇
年
、
二
五
〇
〜
二
五
一
頁
。

（
103
） 

拙
稿
「
作
曲
家
古
関
裕
而
の
社
歌
と
企
業
ソ
ン
グ
」（
近
代
日
本
租

税
史
研
究
会
編
『
近
代
日
本
の
租
税
と
社
会
』
有
志
舎
、
二
〇
二
四

年
九
月
刊
行
予
定
）
参
照
。

（
104
） 

『
中
日
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
六
月
十
日
、『
岐
阜
新
聞
』
二
〇
二
〇
年

六
月
二
十
五
日
、『
四
国
新
聞
』
二
〇
二
一
年
八
月
十
五
日
。

〔
付
記
〕 

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
賀
県
立
図
書
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長
崎
県
立
図
書
館
、
大
田
市
役

所
、
沼
田
市
立
図
書
館
、
栃
木
県
立
図
書
館
、
新
居
浜
市
立
図
書
館
、
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書
館
、
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社
、
蕨
市
立
図
書
館
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力
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だ
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Abstract
T

his paper exam
ines how

 the new
 folk songs com

-
posed by K

oseki cam
e to life, chronologically from

 
pre-w

ar to post-w
ar. E

xam
ining the creation process 

of K
oseki ’s w

orks, I w
ill reveal that the purpose 

behind the creation of his new
 folk songs w

as to 
attract tourism

 and revitalize regional Japan. I w
ill 

then exam
ine the differences betw

een K
oseki ’s 

w
orks that continue to rem

ain popular and those of 
his w

orks that have disappeared.
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表 1　新民謡・ご当地ソング・自治体歌の一般発売レコード一覧

レコード
番号 発売年月日 曲名 作詞 歌手

1
26340

昭和 6年 6月 20 日 福島行進曲 野村俊夫 天野喜久代

2 昭和 6年 6月 20 日 福島小夜曲 竹久夢二 阿部秀子

3 26680 昭和 6年 11 月 12 日 大邱行進曲 月原橙一郎 藤山一郎

4 26686 昭和 6年 12 月 15 日 菅原高原の唄 島田芳文 丸山和歌子

5 26720 昭和 7年 1月 20 日 室蘭小唄 岡正二 丸山和歌子

6 26775 昭和 7年 1月 20 日 我等の満洲 西岡水朗 内田栄一

7 26926 昭和 7年 5月 15 日 元山行進曲 井上武夫 
（補作：時雨音羽） 中野忠晴

8 26971 昭和 7年 6月 1日 阿里山小唄 市来種三 中野忠晴

9 27018 昭和 7年 6月 20 日 我等の平壌 西東十四春 中野忠晴

10 27108 昭和 7年 8月 25 日 八戸行進曲 谷草二 中野忠晴

11 27113 昭和 7年 9月 15 日 大連行進曲 秋山敏夫 米倉俊英

12 27223 昭和 8年 1月 20 日 日本アルプス行進曲 本山卓 関種子／中野忠晴

13 27427 昭和 8年 5月 10 日 青森市民歌（旧市民歌） 岩村芳麿 中野忠晴／コロムビア
混声合唱団

14 27497 昭和 8年 7月 25 日 山形県スキー小唄 吉尾薄鳥 蒲池幸鎮

15 27527 昭和 8年 8月 20 日 麗しの瀬戸内海 佐藤惣之助 中野忠晴／淡谷のり子

16 27717 昭和 9年 1月 10 日 哈爾賓小唄
仲しゆん作（補作：佐
藤惣之助）／鈴木勇作
（補作：佐藤惣之助）

藤本二三吉／中野忠晴

17 27756 昭和 9年 2月 5日 大連祭 堤秀二 松平晃

18 27759 昭和 9年 2月 10 日 みなと尾道 伊藤章二 
（補作：佐藤惣之助） 松平晃

19 27841 昭和 9年 4月 20 日 北見小唄 新北秋 松平晃

20 27842 昭和 9年 4月 20 日 相生小唄 浦山晴美 
（補作：高橋掬太郎） 中野忠晴

21 27911 昭和 9年 6月 20 日 山は六甲 島田芳文 中野忠晴

22 28018 昭和 9年 8月 20 日 旅順行進曲 高橋掬太郎 伊藤久男

23 28058 昭和 9年 9月 20 日 佐賀はよいとこ 蒲原政二郎 藤本二三吉

24 28061 昭和 9年 9月 20 日 宮崎県民歌 桑原節次 中野忠晴／伊藤久男

25 28063 昭和 9年 9月 20 日 九州よいとこ 西岡水朗 赤坂小梅

26 28089 昭和 9年 10 月 10 日 京はよいとこ 時雨音羽 松平晃

27 28218 昭和 10 年 1月 20 日 瀋陽小唄 卜蔵諄良 伊藤久男

28 28219 昭和 10 年 2月 20 日 キャピタル新京 卜蔵諄良 伊藤久男
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レコード
番号 発売年月日 曲名 作詞 歌手

29 28338 昭和 10 年 4月 5日 平よいとこ 岡部夜権 
（補作：高橋掬太郎） 分山田和香

30 28469 昭和 10 年 7月 30 日 新満洲小唄 卜蔵諄良 音丸

31 28544 昭和 10 年 8月 20 日 躍進台湾 渡辺三星一 
（補作：佐藤惣之助） 明本京静

32 28511 昭和 10 年 9月 20 日 躍進の宇部 古谷以和雄 伊藤久男

33 28569 昭和 10 年 10 月 1日 丸八ばやし 高橋掬太郎 豆千代

34 28588 昭和 10 年 10 月 11 日 大都大阪 岸本水府 ミス・コロムビア

35 28551 昭和 10 年 10 月 20 日 伸びゆく朝鮮 佐藤惣之助 中野忠晴

36 28728 昭和 11 年 1月 10 日 金沢をどり 高橋掬太郎 豆千代

37 28685 昭和 11 年 1月 20 日 遠州ばやし 山村はやし 豆千代

38 28727 昭和 11 年 1月 20 日 大敦賀行進曲 高橋掬太郎 伊藤久男

39 28838 昭和 11 年 3月 25 日 大富山行進曲 安藤やすを（補作：コ
ロムビア文芸部） 伊藤久男

40 28839 昭和 11 年 3月 25 日 躍進四日市 高橋掬太郎 伊藤久男

41 28885 昭和 11 年 5月 20 日 観光名古屋 高橋掬太郎 松平晃

42 28980 昭和 11 年 7月 1日 ミス仙台 西條八十 二葉あき子

43 28981 昭和 11 年 7月 10 日 拓けゆく樺太 長谷川志人 伊藤久男

44 28983 昭和 11 年 7月 15 日 八幡行進曲 松尾要一郎（補作：コ
ロムビア文芸部選譜） 松平晃

45 29060 昭和 11 年 9月 17 日 汎太博行進曲 高橋掬太郎 松平晃、二葉あき子

46 29029 昭和 11 年 9月 20 日 串本そだち 西岡水朗 音丸

47 29118 昭和 11 年 11 月 10 日 菅平シーハイル 高橋掬太郎 松平晃

48 29174 昭和 11 年 12 月 25 日 ミス秋田 高橋掬太郎 二葉あき子

49 29175 昭和 12 年 1月 15 日 広島娘 久保田宵二 二葉あき子

50 29274 昭和 12 年 3月 10 日 高雄みなと節 栗原白也 二葉あき子

51 29308 昭和 12 年 4月 15 日 ミナト青森 高橋掬太郎 霧島昇

52 29309 昭和 12 年 4月 25 日 函館市民歌 阿部竜夫 
（補作：西條八十） 中野忠晴

53 29310 昭和 12 年 4月 30 日 オルソ清津 森田勝美 伊藤久男

54 29312 昭和 12 年 5月 1日 北海博をどり 大北磊 
（補作：西條八十） 音丸、伊藤久男

55 29398 昭和 12 年 7月 5日 ミス東北 西條八十 二葉あき子

56 29433 昭和 12 年 7月 5日 黎明の満洲 久保田宵二 伊藤久男

57 29497 昭和 12 年 8月 15 日 躍進青森 千葉伝蔵 霧島昇
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レコード
番号 発売年月日 曲名 作詞 歌手

58 29948 昭和 13 年 10 月 20 日 躍進大甲 栗原白也 霧島昇

59 30171 昭和 14 年 4月 20 日 戦時市民の歌 中川二郎 伊藤久男、松原操

60 30170 昭和 14 年 5月 20 日 国都音頭 藤田虎雄 音丸、伊藤久男

61 A413 昭和 23 年 6月 函館港まつり 野村俊夫 伊藤久男、音丸

62 A448 昭和 23 年〔9月〕 恋し大阪 サトウハチロー 藤山一郎

63 A533 昭和 24 年 4月 1日 名古屋かっぽれ 中部日本新聞社選定歌 近江俊郎、山田陽子

64
A641

昭和 24 年〔11 月〕 茨城夜曲 新堀一夫 
（補作：藤浦洸） 霧島昇、奈良光枝

65 昭和 24 年〔11 月〕 水郷音頭 岩崎巌 
（補作：梅木三郎） 伊藤久男、久保幸江

66
A1047

昭和 26 年 2月 福島県民体操 （演奏）コロムビア・
オーケストラ

67 昭和 26 年 2月 福島県スポーツの歌 小林金次郎 藤山一郎、 
コロムビア合唱団

68 A1277 昭和 26 年 10 月 20 日 広島よいとこ 菊田一夫 赤坂小梅

69 A1961 昭和 29 年 6月 湯本小唄 西條八十 久保幸江、村岡十九夫

70
A1987

昭和 29 年 6月 福島音頭 野村俊夫 伊藤久男、 
神楽坂はん子

71 昭和 29 年 6月 東山甚句 野村俊夫 霧島昇、久保幸江

72
A2008

昭和 29 年 8月 百万石音頭 丘十四夫 伊藤久男、永田とよ子

73 昭和 29 年 8月 金沢小唄 丘十四夫 久保幸江

74
A2027

昭和 29 年 9月 長崎音頭 藤浦洸 藤山一郎、奈良光枝

75 昭和 29 年 9月 長崎小唄 藤浦洸 久保幸江

76 SA-298 昭和 34 年 11 月 20 日 浅草ばやし 西沢爽 島倉千代子、神戸一郎

77
SA-502

昭和 35 年 12 月 10 日 花のスカイライン 内海久二 
（補作：野村俊夫） 守屋浩

78 昭和 35 年 12 月 10 日 磐梯吾妻小唄 片山信次郎 
（補作：野村俊夫） 伊藤久男、能沢佳子

79
SA-809

昭和 37 年 2月 20 日 さぼてん囃子 宮本旅人 コロムビア・ローズ、
青木光一

80 昭和 37 年 2月 20 日 えびの小唄 宮本旅人 島倉千代子、伊藤久男

81 SA-891 昭和 37 年 5月 20 日 会津磐梯さん 門田ゆたか 神戸一郎、五月みどり

82 ALS-5217 昭和 48 年 5月 25 日 串本ぞめき 西沢爽 美空ひばり

83 FH-217 昭和 56 年 8月 1日 ふくしま盆唄 丘灯至夫 歌川重雄、白百合姉妹

日本コロムビアレコード株式会社所蔵のレーベルコピーから作成。
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表 2　新民謡・ご当地ソング・自治体歌の特別製造レコード・未発売曲一覧

レコード番号
（原盤番号） 曲名 作詞 歌手 作成年月日

1 戸畑市歌 加藤参郎 昭和 12 年 2月 10 日制定

2 PES-8205NP 釜石市民歌 広瀬喜志 釜石市合唱協会 昭和 12 年制定 
（昭和58年 7月 30日完成）

3 塩竈市民歌 櫻井宏 昭和 16 年制定

4 （P2419） 長崎盆踊り 小川流太郎 霧島昇、音丸 昭和 22 年 6月 23 日録音

5 PR-210 歌舞伎音頭 野村俊夫 霧島昇、久保幸江 昭和 23 年 3月 8日録音

6 PR-240、 
PR-489

山形県スポーツ県
民歌 西條八十 藤山一郎 昭和 23 年 5月 14 日録音

7 （P2798、 
P2799） 上総炭焼唄 藤浦洸 小唄勝太郎、伊藤久男 昭和 23 年 5月 28 日録音

8 PR-279 松江夜曲 西條八十 音丸 昭和 23 年 7月 8日録音

9 PR-278 三島小唄 社団法人三島商工
会議所 近江俊郎、久保幸江 昭和 23 年 7月 21 日録音

10
PR-335

輝く郷土 
（宮城県民歌） 遠山徳男 藤山一郎、安西愛子 昭和 23 年 8月 23 日録音

11 宮城県体育歌 小川保 藤山一郎、安西愛子 昭和 23 年 8月 23 日録音

12 （東芝） 
4RS-914 わらび小唄 栗原勇蔵 由紀さおり 昭和 23 年 10 月発表 

（昭和 54 年完成）

13 川俣小唄 本田青華 昭和 23 年

14 PR-389 高松夜曲 野村俊夫 藤山一郎、奈良光枝 昭和 24 年 2月 11 日録音

15 PR-396 静岡ファンタジー 藤浦洸 藤山一郎、渡辺はま子 昭和 24 年 3月 2日録音

16 水戸市こどもの歌 関根利根雄 昭和 24 年 5月 5日発表

17 新庄市民歌 安藤壮一 昭和 24 年 5月制定

18 たいら小唄 野村俊夫 昭和 24 年 8月

19 市川市歌 田沢武夫 昭和 24 年 11 月制定

20 （テイチク） 
P-06 湯村夜曲 野村俊夫 楠木繁夫 昭和 24 年

21 不動岡小唄 宮沢章二 昭和 24 年

22
PR-680

福島ブルース 野村俊夫 黒木曜子 昭和 25 年 4月 5日録音

23 ふくしま小唄 野村俊夫 鶴田六郎、久保幸江 昭和 25 年 4月 5日録音

24 PR-690 飛騨古川小唄 峰陽之助 赤坂小梅／伊藤久男、
久保幸江

昭和 25 年 4月 11 日、 
5 月 5 日録音

25 郡山さくら音頭 吉田一蔵 昭和 25 年 4月 20 日発表

26 （P3454） 愛知県民歌「われ
らが愛知」

若葉清成 
（補作：西條八十） 藤山一郎、安西愛子 昭和 25 年 8月 14 日録音
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レコード番号
（原盤番号） 曲名 作詞 歌手 作成年月日

27 （P3453） 行進曲　われらが
愛知

（演奏）コロムビア・
オーケストラ 昭和 25 年 8月 14 日録音

28 野田市歌 香取佳津見 昭和 25 年 11 月 3日制定

29 PR-886 観光蒲郡の歌 勝浦仙太郎（補作：
サトウハチロー） 伊藤久男、奈良光枝 昭和 25 年 11 月 15 日録音

30
PR-942

刈谷音頭 藤浦洸 二葉あき子、岡本敦郎 昭和 26 年 2月 21 日録音

31 刈谷小唄 サトウハチロー 赤坂小梅、鶴田六郎 昭和 26 年 2月 21 日録音

32 PR-978 新熊谷音頭 藤浦洸 岡本敦郎、久保幸江／
伊藤久男・安藤まり子 昭和 26 年 5月 25 日録音

33 PR-979 葛飾音頭 葛飾区撰 岡本敦郎、久保幸江 昭和 26 年 5月 25 日録音

34 PR-981 淀の流れは十三里 喜志邦三 霧島昇 昭和 26 年 6月 23 日録音

35 内牧小唄 妻城良夫 昭和 26 年 7月制定

36 PR-1054 横山町音頭 野村俊夫 藤本二三吉、伊藤久男 昭和 26 年 8月 2日録音

37 P3849 かなやま節 藤浦洸 伊藤久男、久保幸江 昭和 26 年 8月 11 日録音

38 守口市歌 安西冬衛 昭和 26 年 11 月 1日制定

39 PR-1071 倉敷小唄 塚本明弘 
（補作：西條八十） 岡本敦郎、奈良光枝 昭和 26 年 11 月 10 日録音

40 大牟田市歌（旧） 吉田尊治 昭和 27 年 1月 1日制定

41
SPR-1146

只見川音頭　みさ
こい節

国分傳三 
（補作：丘十四夫）

霧島昇、久保幸江、加
藤雅夫、平野礼子 昭和 27 年 2月 22 日録音

42 只見川小唄 丘十四夫 伊藤久男、安藤まり
子、若山彰、平野礼子 昭和 27 年 2月 22 日録音

43 （P4058） ゆかた踊り 野村俊夫 伊藤久男、久保幸江 昭和 27 年 3月 8日録音

44 （P4059） ゆかた恋月夜 野村俊夫 久保幸江 昭和 27 年 3月 8日録音

45
PR-1164

伊香保ヨキヨキ サトウハチロー 藤山一郎、赤坂小梅 昭和 27 年 3月 13 日録音

46 新曲とりたり節 サトウハチロー 藤山一郎 昭和 27 年 3月 13 日録音

47 PR-1198 山梨観光小唄 深尾須鹿子 藤山一郎、二葉あき子 昭和 27 年 3月 18 日録音

48
PR-1231

島根県民の歌　薄
紫の山脈 米山治 藤山一郎 昭和 27 年 5月 13 日録音

49 島根県民の歌　青
い空なら 宮田隆 岡本敦郎、安西愛子 昭和 27 年 5月 14 日録音

50 PR-1373 豊橋観光音頭 中林とみを 鶴田六郎、久保幸江 昭和 27 年 6月 7日録音

51 PR-1243 夢の豊橋 河田新太郎 岡本敦郎、奈良光枝 昭和 27 年 6月 9日録音

52 PLS7259 矢吹音頭 野木杏青 矢吹音頭保存会 昭和 27 年 10 月 1日作曲

53 PR-1351 田川小唄 志村省三 赤坂小梅、鶴田六郎 昭和 28 年 8月 18 日録音

54 PR-1352 阿波池田小唄 木下潤 久保幸江、鶴田六郎 昭和 28 年 8月 19 日録音
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55 （P4435） 美幌音頭 沖悠二郎 松田トシ 昭和 28 年 12 月 5日録音

56 PR-1401 井原小唄 片山八郎 
（補作：藤浦洸） 永田とよこ 昭和 29 年 3月 22 日録音

57
PR-1406

おじゃれ節 野村俊夫 久保幸江 昭和 29 年 4月 13 日録音

58 小地谷夜曲 野村俊夫 奈良光枝、青木光一 昭和 29 年 4月 13 日録音

59
PR-1411

滋賀県民の歌 蓼沢猟 
（補作：西條八十） 岡本敦郎、奈良光枝 昭和 29 年 6月 19 日録音

60 行進曲　滋賀県民
の歌

コロムビア・オーケス
トラ 昭和 29 年 6月 19 日録音

61
PR-1428

狸小路ばやし ほしやま・さくら
（補作：丘十四夫）

永田とよこ、 
山中ひろし 昭和 29 年 8月 13 日録音

62 狸小路の歌 濱真弓 
（補作：丘十四夫） 山路えり子 昭和 29 年 8月 13 日録音

63 PR-1445 世田谷おどり （補作：門田ゆた
か）

池真理子、高倉敏／神
楽坂玉枝、山中博 昭和 29 年 9月 10 日録音

64 PR-1450 御嶽杣唄 川合随軒 赤坂小梅、岡本敦郎 昭和 29 年 9月 25 日録音

65 PES-7299 郡山市民の歌 内海久二 伊藤久男
昭和 29 年制定 
（昭和46年10月13日録音、 
12 月 1 日完成）

66 SPR-1467 あゝ藤原湖 西條八十 伊藤久男、奈良光枝 昭和 30 年 1月 25 日録音

67 （P4871） 新軽井沢音頭 菊田一夫 永田とよこ、 
山中ひろし 昭和 31 年 7月 25 日録音

68 豊橋市歌 辰巳利郎 
（補作：丸山薫） 昭和 31 年 10 月制定

69 PES-8043CP 小町温泉小唄 丘灯至夫 高世幸明、 
わかばちどり

昭和 31 年作曲 
（昭和56年 1月 20日完成）

70 PR-1707 しゃくなげ音頭 佐藤浩 島倉千代子 昭和 32 年 7月 27 日録音

71 P5110 大田小唄 安部美枝子 岡本敦郎、奈良光枝 昭和 32 年 9月 24 日録音

72 PR-1775 本宮甚句 本宮観光協会選定
歌 伊藤久男 昭和 33 年 4月 3日録音

73 PR-1787 福島子供盆踊り 福島市教育委員会
撰定

安田祥子、津田崇子、
木室博子 昭和 33 年 5月 15 日録音

74 PR-1790 茅ヶ崎音頭 徳川夢声 赤坂小梅 昭和 33 年 6月 11 日録音

75 PR-1791 御船小唄 緒方国弘 
（補作：山口白陽） 川口義秋、岩崎千代 昭和 33 年 6月 17 日録音

76 PS520 近江八幡市の歌
（旧） 昭和 33 年制定

77 （P5370） 長崎市民歌 長崎市制定 藤山一郎、安西愛子 昭和 34 年 5月 6日録音
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78 （P5371） 長崎民謡　モッテ
コイ節 長崎市制定 昭和 34 年 5月 6日録音

79
PR-1897

宇都宮ヘルスセン
ター音頭 田沢武男 五月みどり、加藤雅夫 昭和 34 年 9月録音

80 大谷小唄 堀江紅村 島倉千代子 昭和 34 年 9月録音

81 PR-1902 沼田天狗ばやし 西條八十 コロムビア・ローズ、
村田英雄 昭和 34 年 10 月 27 日録音

82 水戸市歌（旧） 西條八十 昭和 34 年 11 月 3日制定

83 PR-1919 越路小唄 片桐顕智 島倉千代子／青木光一 昭和 35 年 3月 4日録音

84 （S-1970） 新居浜音頭 黒光千恵子 コロムビア・ローズ 昭和 36 年 3月 17 日録音

85 PRE-1128 興津の四季 松永香苗 島倉千代子 昭和 36 年 3月 31 日録音

86
PRE-1141

小浜みなと 山本和夫 伊藤久男 昭和 36 年 5月 17 日録音

87 小浜音頭 大村主計 コロムビア・ローズ、
鳴海日出夫 昭和 36 年 5月 24 日録音

88 PRE-1168 静岡県民の歌　沖
ゆく黒潮

桜井義久 
（補作：西條八十） 伊藤久男 昭和 36 年 10 月 7日録音

89 （S-2034） 益田音頭 徳川夢声 五月みどり 昭和 37 年 3月 14 日録音

90 （S-2095） 新潟「万代」音頭 西條八十 藤原良、香川匂子 昭和 38 年 6月録音

91 あぶくま川 野村俊夫 伊藤久男 昭和 38 年

92 島原市民の歌 宮崎康平 昭和 39 年 4月 8日発表

93 阿武隈の歌 若山牧水 昭和 41 年 4月

94 焼津市民歌 服部順市 昭和 41 年制定

95 相馬市民の歌
荒明（補作：相馬
市民の歌審査特別
委員会）

昭和 42 年 4月 6日制定

96 PES-7152 池上音頭 野村俊夫 村田英雄、 
コロムビア・ローズ 昭和 44 年 7月 8日録音

97 PR-D10 福島わらじ音頭 茂木宏哉 
（補作：丘灯至夫）

舟木一夫、 
加賀城みゆき 昭和 45 年 7月 5日発表

98 PES-7209 音更音頭 佐川桂司 村田英雄、島倉千代子 昭和 45 年 7月 20 日完成

99 土岐市民歌 藤浦洸 昭和 45 年

100 金浦町民歌 藤浦洸 昭和 46 年 1月 24 日作曲

101 （ビクター） 17VP-1030 落合音頭 石井楚江 三沢あけみ 昭和 50 年 7月 20 日発表

102 （ポリドール） 
DI-1341 わがまち春日井

岡本淳三（補作：
春日井市民の歌作
成委員会）

ダーク・ダックス 昭和 53 年 10 月制定
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103 大石田町民歌 斎藤茂吉 昭和 55 年 1月

104 川俣町民の歌 佐藤良筠 昭和 55 年 12 月

105 赤灯台の歌 丘灯至夫 矢野敬 昭和 58 年

106 阿武隈に立ちて 木村正夫 不明

107 タンゴ阿武隈の月 坂内萬 不明

108 下田温泉小唄 
（天草温泉小唄） 野口雨情 不明

109 国見音頭 白鳥省吾 不明

110 宮崎音頭 不明 不明

111 （ポリドール） 
DI-1332 裏磐梯 西直彦 菅原洋一 不明

112 夏の上高地 西直彦 不明

福島市古関裕而記念館所蔵の楽譜、レコード、日本コロムビアレコード株式会社所蔵のレーベルコピー、吹込み
台帳、テープ台帳から作成。
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